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蕾
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受
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、
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掛

金
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ス
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ヲ
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タ

ル
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ノ
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ッ

ニ
シ
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、
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八
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、
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金
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懸
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ハ
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績
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文
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を

し

た

の
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あ

る

が

、

わ

れ

わ

れ

は

こ

Σ

か
ら

当

該

期

の
香

港

支

店

の

営

業

状

況
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知

る

こ
と

が

で
き

る
。

ま

ず

、

第

一
に
取

扱

商

品

に

つ
い

て

い
え
ぱ

、

石

炭

が
中

心

で
、

綿

糸

・
布

が

こ

れ

に

つ
ぎ
、

以

下

、

燐

寸

な

ど

の
雑

貨

品

、

セ

メ

ン
ト
、

銅

、

寒

天

な
ど

多

様

な
商

品

を
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扱

っ
て

い
る
。

こ

一
20「



れ

ら

は

わ

が

国

か
ら

の
輸

出

品

で

あ

る

が

、

他

方

、

輸

入

品

と

し

て

は
阿

片

、

米

、

豚

毛

、

チ

ー

ク
材

、

錫

、

水

銀

な

ど

が
取

扱

わ
れ

た
。

ま

た
、

注

目

さ

れ

る

の
は

い
わ

ゆ

る

「
外

国

間

貿

易

」

で

あ

り
、

豪

州

産

の
鉛
、

英

国

産

綿

製

品

を
取

扱

っ

て

い
た

の

で

あ

る
。

第

二

に
国
内

会

社

の
代

理

業

を

営

ん

で

い
る

こ
と

で

あ

る
。

と

く

に
大

阪

商

船

、

東

洋

汽

船

な
ど

の
汽

船

会
社

、

明

治

火

災

、

東

京

海

上

火

災

な
ど

の

保

険

会

社

の

エ
ー

ジ

ェ

ン
シ

ー

と

な

っ
て

い
た

こ
と

は
す

で

に

一
八

七

八

(明

治

一

一
)

年

、

前

年

の
上

海

に
続

い
て

香

港

支

店

が

設

置

さ

れ

た

こ
と

か

ら

く

る

一
種

の

「
初

期

的

独

占

」

を

意

味

す

る

と

い

え

よ
う

。

第

三

に
商

業

活

動

に

お

け

る

買

弁

の
使

用

と

そ

の
廃

止

で

あ

る

(
そ

の
意

味

に

つ

い
て

は
後

述

)

。

右

は

日
露

戦

争

前

に

お
け

る
香

港

支

店

の
営

業

状

況

で

あ

る

が
、

そ

れ

で

は

日

露

戦

後

に
ど

の

よ
う

な
変

化

を

み

せ

る

の

で

あ

ろ

う

か
。

一
九

=

二
年

七
月

の
支

店
長

会

議

に

お

け

る
林

徳

太

郎

香

港

支

店

長

の

つ
ぎ

の
報

告

か

ら

み

て

み

よ

う

。

近

来

邦

人

商

店

ニ
シ
テ

我

々
と
競

争

ノ
位

置

二
立

ツ
者

漸

次

増

加

シ
、

新

二
店

舗

ヲ
開

キ

タ

ル

ハ
日

本

棉

花

会

社

、

古

河

、

大

倉

、

湯

浅

等

ニ

シ
テ
、

何

レ

モ

我

々
ト
殆

ン

ト
同

様

ノ
商

品

ヲ
取

扱

フ

ヲ
以

テ

漸

次

我

々

ノ
商

売

ハ
困

難

ヲ
来

セ
リ
。

此

場

合

二
於

テ
我

香

港

支

店

営

業

ノ
状

態

如

何

ト

云

フ

ニ
追

々
順

調

二

進

ミ

ツ

・
ア

リ

ト

云

フ

ヘ
シ

(
中

略

)

。

而

シ
テ

、

前

季

(
一
九

一
二
年

一
～

六

月

ー
引

用

者

)

ノ
取

扱

高

ハ
日

本

ヨ
リ

輸

出

約

五
百

九

十

万

弗

、

日

本

ヘ
ノ

輸

入

約

二
百

四
十

万

弗

、

外

国
品

売

買

五

百

万

弗

、

合
計

千

三

百

三
十

万

弗

二

達

シ
、

本

年

下

半

季

モ
之

二
劣

ラ

サ

ル
取

扱

ヲ
為

シ

タ
キ

見

込

ニ
シ
テ

、

果

シ

テ
予

想

ノ
如

ク
取

扱

ヲ
為

シ
得

レ
パ

、

本

年

ノ
香
港

支

店

取

扱

高

ハ
ニ

千

七

百

万

円

二
達

ス

ヘ
キ
計

算

ト

ナ

ル

ヘ
シ
。

之

二
各

出

張

所

ノ
取

扱

高

ヲ
加

フ

ル
ト

キ

ハ
三
千

三

四

百

万

円

二
達

セ

ン
。

今

香

港

支

店

発

展

ノ
模

様

ヲ
数

字

ニ
テ

述

フ

レ

ハ
取

扱

高

四

十

一
年

千

二

百

三

十

万

円

、

利

益

ノ
割

合

一
分

一
厘

二

毛

半

、

四

十

二
年

千

百

八

十

万

円

、

利

益

九

厘

、

四
十

三

年

千

六

百

四

十

万

円

、

利

益

二
分

一
厘

八

毛

、

四

十

四

年

千

七

百

万

円

、

利

益

二

分

一
厘

八

毛

半

、

四

十

五

年

二
千

三

百

六

十

万

円

、

利

益

一
分

一
厘

、

本

年

上

半

季

ハ
前

述

ノ
如

ク
千

三

百

三

十

万

円

ノ
取

扱

ニ

シ
テ
、

四

十

一
年

二
於

ケ

ル

一
ケ
年

間

ノ
取

扱

高

以

上

ヲ
半

季

間

二
取

扱

ヒ

タ

ル
次

第

ニ
シ

テ
、

取

扱

高

ノ
増

加

ト
共

二
利

益

モ
亦

増

加

シ
来

リ
、

尚

ホ
、

各

種

取

扱

品

二
付

テ
見

ル
モ
皆

ナ

堅

実
ナ

ル
発

展

ヲ
見

ツ

、

ア

ル

ハ
慶

賀

ノ
至

リ

ナ

リ
。

す

な

わ

ち
、

こ

の
段

階

の
変

化

の
第

一
は

香

港

に

お

け

る

三

井

物

産

の
競

争

業

者

の
台

頭

で
あ

る

。

就

中

、

三
菱

、

日
棉

、

古

河

、

大

倉

、

湯

浅

等

の
邦

人

貿

易

業

者

の

進

出

が

著

し

い
。

第

25
表

は
当

該

期

の
香

港

に
お

け

る
邦

人

貿

易

業

者

を

示

す

も

の

で
あ

る

が
、

当

時

の
有

力

貿

易

業

者

が
集

中

し

て

い
る

こ
と

が

わ

か

る
。

こ

の
う

ち

、

三

菱

は

一
九

〇

六

(
明

治

三
九

)

年

四

月

、

三

菱

合
資

会

社

香

港

支

店
を
設
置
し
日
本
郵
船
の
代
理
店
か
ら
業
務
を
引
継

い
で
、
主
に
石
炭
を
中
心

に

営
業
を
拡
大
し
て
お
り

三
井
物
産
の

「功
敵
」
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
日
露
戦
後

の
香
港
支
店
の
取
扱
高
の
急
激
な
伸
長
と
そ
れ
に
と
も

な
う

利
益
率
の
上
昇

で
あ
る

(第
24
表
を
参
照
)
。
取
扱
高
は

一
九

一
二
年
は
〇
八
年

に
比
べ
て
約
二
倍

に
急
増
し
て
お
り
、
利
益
率
も

一
〇
～

一
一
年

に
は
二
〇
%
を

超
し
て
い
る
の
で
あ
る

(
こ
の
点
は
後
述
)
。

わ
れ
わ
れ
は
右
の
支
店
長
会
議
の
報
告
か
ら
日
露
戦
後

の
香
港
支
店
の
営
業
に

つ
い
て
さ
ら
に
た
ち
い
っ
て
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
使
用
人
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
一
三

年
前
季
末
に
は
月
給
者
三
五
人
、

見
習
者
三
人
、
日
給
者

一
五
人
、
店
限
雇

一
〇
人
の
合
計
六
三
人
お
り
、
そ
の
経

費
は
同
前
半
季
に
商
品
に
関
す
る
も
の
二
万
二
千
円
、

一
般
経
費
五
万
八
千
円
の

合
計
八
万
円
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
金
融
は

「常

二
充
分
警
戒

ヲ
加

ヘ
タ
ル
為

メ
円

滑

二
運

ヒ
、
又
各
銀
行

二
於

ケ
ル
預
金
モ
豊
富

ナ
リ
シ
為

メ
我

々
ハ
自
己

ノ
商
売

二
付
キ
本
店

ニ
ハ
金
融
ヲ
仰
カ
サ
リ
シ
次
第

ナ
リ
」
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
に
充
分
余

裕
が
あ

っ
た
。

つ
ぎ
に
、
諸
商
品
の
取
扱
状
況

に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
主
要
商
品
た
る
石
炭

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
の
で
そ
の
他
の
商
品
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
綿
糸
は

ニ

ケ
年

ノ
輸
入
高
日
本
綿
糸
約
二
万
俵
、
印
度
綿
糸
十
五
六

卜↓



第25表 香 港 に おけ る邦 人 貿 易業 者

名 称

三 井 洋 行

三 菱 洋 行

鈴 木 商 店

大 沢 商 会

湯 浅 商 店

東 勝 洋 行

鶴 谷 洋 行

古 河 公 司

日本棉花会社

東 亜 煙 草

嘉 門 商 店

業 務 内 容

石炭、船舶業其他重要商品一切の輸出入蚊に代理業一般

石炭、船舶業を主として特殊商品の取扱及代理業

砂糖蛇に輸出入商品一切及石炭、船舶業其他代理業

砂糖、米を主として海産物及雑品の取扱其他代理業

砂糖、米、穀類、雑品及船舶代理業

米、金物、輸出入雑品の一切、其委託販売業

硬質陶器破璃類を主として美術品穀類蛇に酸類

金物を主として石炭輸入

日本綿糸竝棉花取扱

本邦莨専門

綿製品及タオルの輸入

社 員 数

約70人

8

6

3

5

4

5

2

5

2

2

出典:前 田宝 治 郎 「香港 概 観 」(大 正8年)130～1ペ ー ジに よ る。

万

俵

、

年

柄

二
依

リ
三

十

万

俵

ノ
輸

入

ア

ル

コ
ト

ア

レ
ト
、

平

均

二

十

万

俵

内

外

ト
見

ハ
大

差

ナ

カ

ル
可

ク

日
本

綿

糸

ハ
約

其

一
割

二
当

ル

ヘ
シ
。

我

々
ノ
之

二
対

ス
ル
取

扱

如

何

ト

云

フ

二
本

年

一
月

ヨ
リ
六

月

二
終

ル
六

ケ
月

間

二
印

度

綿

糸

一

万

二

千

八

百

俵

、

日
本

綿

糸

六
千

一
百

俵

、

合

計

約

一
万

九

千

俵

ニ

シ
テ
、

之

ヲ

全

体

ノ
輸

入

高

二
比

ス

レ

ハ

一
割

ノ
取

扱

ナ

リ
。

故

二
単

二
数

字

上

ヨ
リ

見

レ

ハ

尚

ホ
将

来

発

展

ノ
余

地

ア

ル

カ
如

ク

ナ

レ
ト

モ
、

一
方

取

引

先

ハ
固

ヨ
リ

多

年

親

密

ナ

ル
関

係

ヲ
有

ス

ル
者

ナ

レ

ト

モ
、

其

資

本

ヲ
調

査

ス

ル
ト

キ

ハ
何

レ

モ
極

メ

テ
手

薄

ノ
者

ニ
シ

テ
、

一
朝

事

変

起

リ

タ

ル
場

合

ニ

ハ
如

何

ナ

ル
損

害

ヲ
蒙

ル

ヘ

キ

ヤ
測

ラ

レ
サ

ル
有

様

ナ

ル
ヲ

以

テ
、

常

二
周

到

ノ
注

意

ヲ
要

ス

ル

二
付

濫

リ

ニ

大

高

ノ
約

定

ヲ
為

ス

コ
ト
能

ハ
ス
。

従

ッ
テ
、

急

二
我

々

ノ
取

扱

高

モ
増

加

セ

シ

ム

ル

コ

ト

ヲ
得

サ

ル
事

情

ア

リ
。

然

レ

ト

モ
代

金

ハ
何

レ

モ
現

金

売

買

ニ
シ
テ

遅

ク

モ
三

四

日

或

ハ

一
周
間

内

ニ

ハ
回

収

シ
得

。

此

点

ハ
他

ノ
商

品

二
比

シ
好

都

合

6
ナ

ル

ヲ
以

テ
常

二
其

引

取

及

ヒ
支

梯

ヲ
見

テ
手

加

減

ヲ
加

ヘ

ツ

・
ア
リ
。

反

対

商

第24表 香港支店商品取扱高及び利益率

年

1908年

09

10

11

12

※15

取 扱 高

1，23押

1,180

1,640

1,700

2,360

1,550

指 数

100

96

133

158

192

利益率

11.2挙

9.oo

21.80

21.85

11.00

出典:「 支 店 長会 議事 録 』(大 正2年)

物 産198/2106ペ ー ジに よ る。

1)1915年 の取 扱 高 は上 半季 の み。

一22一



ノ
取

扱

高

ハ
日
本

棉

花
会

社

ハ
日
本

糸

ノ

ミ

ノ
取

扱

ニ
テ

四

千

俵

ノ
高

二
過

キ

サ

レ
ト
、

追

々
印

度

糸

ニ

モ
手

ヲ
染

ム

ル

モ

ノ

ト
覚

悟

セ

サ

ル

ヘ
カ

ラ

ス
。

又

「
イ

サ
ボ

イ
」

ハ
日
本

糸

二

千

七

百

俵

、

印

度

糸

一
万

二

千

五

百

俵

、

合

計

一
万

五

千

二
百

余

俵

ナ

リ

。

以

上

ハ
日

本

糸

ノ
取

扱

者

ニ

シ
テ
、

其

外

二
印

度

糸

二
於

テ

ハ

両

「
サ

ス

ー

ン
」

社

ハ
前

半
季

ノ
取

扱

高

四

万

五

千
俵

ナ

リ
。

此

数

字

二
依

テ

見

レ

ハ
日
本

糸

ノ
取

扱

二
於

テ

ハ
我

々
第

一
位

二
在

リ

テ

今

後

モ
此

形

勢

ヲ
持

続

ス

ル

コ
ト

ヲ
得

ヘ
シ
。

印

度

糸

ハ
昨

年

下

半

季

ノ
取

扱

高
第

二

位

二
在

リ

タ

レ

ト

モ
、

本

年

一
月

ヨ
リ
六

月

二
至

ル
結

果

二
依

ル
ト

キ

ハ
僅

カ

ノ
差

ヲ
以

テ
第

五
位

二
下

リ

タ

リ
。

之

レ
多

少

ノ
警

戒

ヲ
加

ヘ
タ

ル

ニ
依

ル
。

而

シ
テ

日
本

糸

、

印

糸

双

方

合

シ
タ

ル
取

扱

高

ヲ
見

レ

ハ
我

々

ハ
第

三
位

二
在

リ
」

と

い
う

状

況

に
あ

り

、
三

井
物

産

は

日

本

糸

の
取

扱

に
お

い
て
首

位

を
占

め

、

印

度

糸

の
取

扱

も

お

こ

な

っ

て

い
た
。

ま

た

、

日
本

紡

績

、

東

京

紡

績

会

社

製

造

の

瓦

斯

糸

の
取

扱

も

「
殆

ト

独
占

ノ
姿

ヲ
以

テ
益

々
取

扱

数

モ
増

加

」

し

て

い

た
。

つ
ぎ

に
綿

布

は

「
シ
ー

チ

ン
グ

」

「
ド

リ

ル
」

「
タ

オ

ル
」

、

棉

ネ

ル
、

莫

大

小

な
ど

を

扱

っ
て
い
た
が
、
な

か
で
も

タ

オ

ル
は

香

港

輸

入

高

一
力

年

五

〇

万

ド

ル

の
約

三

〇
%

を

取

扱

っ
て

い
た

の

で

あ

る
。

ま

た
、

燐

寸

に

つ

い

て

み
れ

ば

、

「
香
港

輸

入

ハ
可

ナ

リ

ノ
高

ニ
シ
テ

一
ケ
年

日

本
燐

寸

約

十

七

万

箱

ノ
輸

入

高

ナ

リ
。

其

内

十

一
万

箱

ハ
広

東

或

ハ
内

地

、

沿

岸

二
送

ラ

レ
残

リ

六

万
箱

ハ
逞

羅

、

西
貢

、

非

律

賓

、

湊

門

方

面

二
出

ル

モ

ノ

ト

ス
。

而

シ

テ
我

社

取

扱

ハ
割

合

二
進

展

セ

ス
。

此

処

三

四

年

間

ハ

一
ケ
年

一
万

六

七
千

箱

乃

至

二
万

箱

二
止

マ

レ
ト

モ
、

取

扱

方

如

何

二
依

リ

一
層

発

展

セ

シ

メ
得

ヘ
キ

見

込

ナ

ル

ニ
依

リ

大

二
力

ヲ
用

ヒ

ツ

・
ア

リ
。

近

キ
将

来

二
於

テ
好

結

果

ヲ

収

ム

ル

コ
ト

ヲ
得

ン

カ
」

と

い
わ

れ

て

お
り

、

そ

の

取

扱

が

三
」洪

物

産

の
東

ア

ジ

ア
市

場

開

拓

の
尖

兵

的

な
役

割

を
果

し

て

い
た

こ
と

が

わ

か
る

さ

ら

に
、

木

材

、

肥

料

、

機

械

商

売

に

つ

い
て

は

そ

れ
ぞ

れ

つ
ぎ

の

よ

う

に
報

告

さ

れ

て

い
る
。

木

材

ハ
枕

木

ハ
潮

汕

鉄

道

二
一
万

本

許

ヲ
供

給

ス

ル

ニ
止

マ
リ

、

再

漢

鉄

道

ハ

資

本

ノ
関

係

上

日
本

物

ヲ
使

用

セ

ス
。

昨

年

香

港

「
セ

メ

ン

ト
」

会

社

ト
石

炭

其

他

二
付

テ
好

関

係

ヲ
生

シ

タ

ル
ヲ

以

テ

之

ヲ
利

用

シ
同

社

へ

「
セ

メ

ン
ト
」

樽

材

棉

角

ヲ
売

約

シ
ニ

船

引

渡

シ

ヲ

ナ

シ

タ

ル

モ
、

不

幸

ニ

シ
テ
襖

門

ノ
奥

地

並

広

東

方

面

ヨ
リ
取

寄

セ
ツ

・
ア
リ

シ
石

灰

石

二
付

テ

支

那

政

府

卜

紛

絋

ヲ

生

シ
、

其

供

給

ヲ
中

止

ス

ル

ニ
至

リ
、

目

下

北

京

公

使

ノ
手

二
移

シ
テ

交

渉

中

ニ

シ
テ
未

タ
解

決

ヲ
告

ケ

ス
。

又

一
方

ニ

ハ
内

部

二
不

整

理

ア
リ

テ
大

二
改

革

ヲ

要

ス

ル

コ
ト

・
ナ

リ
、

委

員

ヲ
選

定

シ
調

査

ヲ
行

ヒ
大

二
改

善

ノ
途

二
就

キ

ツ

・
ア

ル

モ
、

此

ノ
如

キ
事

情

ヨ

リ

シ

テ
大

二
手

ヲ
縮

メ

居

ル
為

メ

ナ

ル
ト

運
賃

騰

貴

ト

ノ
為

メ
北

海

道

材

高

値

二
付

キ
広

西

材

ヲ
以

テ
需

要

ヲ
充

シ
棉
角

売

約

不

可

能

二
至

レ
リ

。

漸

次

整

理

モ
付

キ

材
料

ヲ
充

分

二
要

ス

ル

ニ
至

ラ

バ
我

々

ト
引

合

ヲ
為

ス

ヘ
シ

ト

ノ
内

相

談

モ
ア

ル
次

第

ナ

リ
。

幸

二
安

運

賃

ヲ
得

ラ

ル

レ

ハ
向

後

相

応

ノ
商

内

ヲ

ナ

シ
得

ヘ
シ
。

又

近

来

支

那

人

間

二
西
洋

器

具

ヲ
作

ル

コ
ト
流

行

シ
需

要

多

キ

ヲ
以

テ
樽

角

手

二
入

ラ

バ
相

当

商

売

ヲ
為

シ
得

ヘ
キ

ニ
付

先

般

来

小

樽

支

店

ト
交

渉

中

ナ
リ
。

肥

料

ハ
硫

酸

安

母
尼

亜
、

知

利

硝

石

ヲ
取

扱

ヒ

ツ

・
ア
リ

。

而

シ
テ
肥

料

商

売

ハ
南

清

沿

岸

、

広

東

方

面

二
向

後

大

二
有

望

ナ

ル
商

品

ニ
テ
我

々

モ
大

二
力

ヲ

用

フ

ル
必

要

ア

リ

ト

信

ス
。

今

日
迄

ハ
肥
料

ト

云

ヘ

ハ
豆

粕

二
限

ラ

レ
汕

頭

地

方

ノ

ミ

ニ
テ

一
ケ
年

三

百

万

担

ノ
輸

入

ア

リ
。

其

他

沿

岸

、

福

州

、

慶
門

等

二

於

テ

モ
相

当

数

量

ノ
輸

入

ア

リ
。

昨

年

来

、

人

造

肥

料

ヲ
是

等

ノ
地

二
使

用

セ

シ

メ
タ

キ
考

ニ
テ

夫

々
見

本

ヲ
取

寄

セ
試

験

中

ニ
ア

リ
、

未

タ
其

結

果

ヲ
報

告

シ
難

キ

モ
、

自

分

ノ
信

ス

ル
所

ニ
テ

ハ
過

燐

酸

肥

料

ハ
相

当

売

行

ア

ル

ヘ

シ
。

豆

油

ハ
大

連

及

神

戸

ト
引

合

ヒ
前

半

季

一
万

一
千

箱

ノ
商

売

ア

リ
。

或

ハ
此
商

売

ハ
大

連

二
於

テ
荷

物

ノ
捌

場

所

ト

シ
テ

ハ
最

モ
適

当

ナ

ル
地

二
非

ス
ヤ

ト
考

フ

ル

ヲ
以

テ
尚

ホ
之

二
力

ヲ

尽

シ

タ

シ
。

機

械

商

売

ハ
広

東

二
於

テ
数

年

前

機

関
車

、

橋

桁

ノ
売

込

ミ

ア

リ

シ

カ
、

同

出

張

所

整

理

並

縮

少

ノ
結

果

爾
来

夫
等

商

品

ノ
取

扱

ヲ
廃

シ
殆

ト

石

炭

専

門

ト

ナ

リ

シ
為

メ
、

機

械

商

売

二
付

テ

ハ
我

社

ハ
世

間

ヨ
リ
殆

ト
忘

却

セ

ラ

レ

タ

リ

シ
。

然

ル

ニ
今

日

ノ
状

態

ヲ

見

ル

ト

キ

一
23
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ハ
南

清

二
於

テ

モ
少

シ

ク
人

口
多

キ
都

会

二
テ

ハ
電

燈

電

話

ノ
設

備

ヲ
見

、

又

ハ
計

画

ス

ル

ニ
至

リ
、

又

再

漢

鉄

道

ノ
如

キ

モ
内

部

ノ
模

様

ヲ
聞

ク

ニ
弗

々
注

文

モ
出

ツ

ヘ
キ
様

子

ア
リ
。

近

来

実

施

測
量

二
着

手

セ
シ
広

東

湊

門

鉄

道

モ
愈

々
実

測

ノ
結

果

、

利

益

ア

ル

モ

ノ

ト
認

メ
ラ

ル

レ

ハ
直

チ

ニ
工
事

二
着

手

ス

ヘ

ク
、

尤

モ
之

レ

ニ

ハ
資

金

ノ
伴

フ

コ
ト

ニ
テ
其

資

金

ヲ
貸

与

シ
呉

ル

レ

ハ
入
用

ノ
機

械

類

一
切

ヲ

吾

手

ヨ
リ

買

入

レ

ン
ト

云

フ
交

渉

モ

ア

ル
次

第

ナ
リ
。

御

承

知

ノ
如

ク
支

那

ノ
会

社

ハ
株

式

会

社

ニ
テ

モ
直

チ

二
株

式

ヲ
募

集

ス

ル

二
非

ス
、

愈

々
成

立

シ
見

込

ア

ル

モ

ノ

ト
認

ム

ル

ニ
至

リ

之

ヲ
募

集

ス

ル
次

第

ナ

ル

ヲ
以

テ
、

我

々

ハ
実

地

測
量

ノ
結

果

、

水

運

利

用

ト

陸

上

運

搬

ノ
関

係

又

ハ
乗

客

ノ

高

、

線

路

ノ
実

測

等

詳

細

判

明

シ
前

途

有

望

ノ

モ

ノ

ナ

リ

ト

ノ
断

定

ヲ
得

ハ
資

金

ノ
交

渉

ト
相

待

テ
機

械

商

売

ノ
発

展

ヲ
計

リ

タ

ク
、

之

二
付

テ
人

ヲ
養

成

シ

置

ク
必

要

ア

ル

ヲ
以

テ
、

最

近

大

阪

支

店

ヨ
リ
機

械

二
経

験

ア

ル

モ

ノ

ヲ
貰

受

ケ
、

広

東

其

他

沿

岸

地
方

ヲ
必

要

二
応

シ
テ

巡

回

セ

シ

メ
進

ン
テ
商

売

ヲ
求

ム

ル

コ
ト

ニ
着

手

セ

リ
。

木

材

と
機

械

商

売

に

み

ら

れ

る

よ
う

に

こ
れ

ら

の
三

井

物

産

の
取

扱

商

品

が

有

機

的

な
関

連

の
も

と

に
供

給

さ

れ

て

い
る

こ
と

が

注

目

さ

れ

る

の

で

あ

る
。

こ

の
ほ

か
、

阿

片

、

西
貢

米

、

砕

米

(
麦

酒
醸

造

用

)

、

麦

粉

、

海

産

物

、

麦

酒
、

ア

ン
ペ

ラ
、

砂

糖

、

錫

、

銅

、

鉛

な

ど

の
多

種

多

様

な
商

品

が
取

扱

わ

れ

て

お

り
、

総

合

商

社

と

し

て

の
三

井

物

産

の
発

展

が

一
層

顕

著

と

な

っ
た

の
が

こ

の

段

階

の
特

徴

で
あ

る
。

さ

ら

に
、

太

古

船

渠

会

社

の
代

理

店

業

務

を
引

受

け

、

日

本

郵

船

、

大

阪

商

船

、

東

洋

汽

船

会

社

な
ど

の
所

有

船

の
入

渠

を

勧

誘

す

る

な
ど

の
業

務

を

お

こ

な

い
、

ま

た
、

保

険

会

社

の
代

理
店

業

務

と

し

て
東

京

海

上

保

険

会

社

、

明

治

、

日

本

、

共
同

、

東

京

の
各

火

災

保

険

会

社

の

そ

れ

を
引

受

け
、

「
非

常

二
好

結

果

ニ
シ

テ

毎
季

発

展

シ

ツ

・
ア
」

っ
た
。

そ

の
ほ

か

香

港

支

店

は

福

州

、

厘

門

、

汕

頭
、

広

東

の
各

出

張

所

、

出
張

員

の

管
轄
店
と
し
て
南
清
地
域

箒

の
要
の
位
置

に
あ

っ
た
の
で
あ
る
転
騒
)

第25表 香 港 支 店 総 取 扱 高業 態 別比 較
(単 位:円)

旦
DB CAC外国店総 扱高D

)

合 計C
)

外 国 売 買輸 入B
)

輸 出A
)

11.8

18.0

14.8

159

19.5

11.1

11.5

16.1

7.4

4。6

4.8

%
34.0

56.6

50.7

22.6

14.1

19.0

2Z5

21.6

4&9

67.4

58、2

%
65.8

39.5

64.2

71.0

79.9

80.1

72.7

54.6

11.8

6.4

5.9

57,178b537

47,465,239

50,219,268

57,400,056

51,971,029

59,589,962

74,415,597

64,570,552

97,180,851

178,585,955

下

167,052,253

107.721,527

2ア9.594,ア86

110,217,677

90,81ア 」427

118,072,706

4,372,725

8,550,985

7,459.921

7,999,900

10,124,156

6.601,032

15,442,111

10,328,456

フ1170,254

4,946,386

7,696,607

7,520.446

下

上

15,52ア 」190

4,4フ5,288

4,788,659

5,517,066

上

下

上

5,762

253.252

379,415

510,547

29,640上

595,ア90

i55,489

510,342

下415 ,196

下2 ,285,420

3,220,723

1,758,978

1,250,7ア9

2,970,698

上

下

上

1,488,505

4,824,846

2.283.208

1,809,272

上2 ,211,533

955,539

2,9三54,680

2,304,661

969,131

1,1ア1,049

2,915.886

2,189,707

下

下

5,229,858

2。033,245

上

下

L

2,878,559

5,552,887

4,77Z280

5,680,081

上979 ,049

5,275,905

12,373,942

7,515,455

2,215,441

3,863,977

下

下

7,390,581

526.605

508.022

313,123

上

下

上

1897年

98

99

1900

01

02

03

04

05

06

07

08

09

1910

11

12

15

14

出典:各 年度 「事業報告 』及び 「事業報告書 」よ り作成。

1)上 、下はそれ ぞれ上半季、下半季のみを示す。

2)空 白部は不明。
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こ

の
結

果

、

第

25
表

に
明

ら

か

な
如

く

当

該

期

の

香
港

支

店

の
業

務

は
著

し

い

発
展

を

み

せ
る

の

で

あ

る

が
、

就

中

、

当

該

末

期

に

は
輸

出

業

務

の
比

重

が

低

下

す
る

の

に
対

し

て
輸

入

と
外

国

売

買

業

務

の
比

重

が

高

ま

る
。

こ
の

こ
と

は
香

港

市

場

が

三

井

物

産

に
と

っ
て
輸

入

市

場

と

し

て
よ

り

も

輸

出

市

場

と

し

て
よ

り

大

き
な
意

義

を

も

っ
て

く

る

こ
と

を

示

し

て

い
る

の

で
あ

り

、

ま

た
、

外

国

売

買

業

務

の
拡

大

は

日
露

戦

後

の
三
井

物

産

全

体

の
業

務

に

つ
い

て
も

い
え

る

こ

と

で
あ

る

が
、

総

合

商

社

と

し

て

の
三

井

物

産

が
国

際

商

品

市

場

に
お

け

る
地

位

(
日

本

帝

国

主

義

の
尖

兵

と

し

て

の
)

の
確

立

を

示

す
指

標

の

一
つ
で
あ

っ
た

の

で

あ

る
。

以

上

、

わ

れ

わ

れ

は

当

該

期

の
三

井

物

産

香

港

支

店

の
動

向

を

日

露

戦

争

前

・

後

期

の

二

つ
の
時

期

に
分

け

て
概

観

し
、

そ

れ
ぞ

れ

の

段
階

の
特

徴

を

明

ら

か

に

す

る

こ
と

が

で
き

た
。

そ

こ

で
、

つ
ぎ

に

は

こ
の

よ

う

な
香

港

支

店

の
展

開

の

な
か

で

石

炭

取

扱

業

務

が

ど

の
よ

う

な
位

置

に
あ
り

、

ど

の
よ

う

な
推

移

を

み

せ

る

か

が

問

題

と

な

る
。

以

下

こ
れ

ら

の
点

に

つ

い
て

具

体

的

に

み

て

み

よ

う
。

第26表 香港支店経営機構

第1部

第2部

第5部

石 炭 掛

全

全

船 舶 掛

受 渡 掛

棉 糸 布 掛

輸 出 雑 品 掛

輸 入 雑 品 掛

通 信 掛

保 険 掛

勘 定 掛

出 納 掛

用 度 掛

出 典:「 会 議 録 」(明 治59年1

～6月)物 産157。

 

(
57

)

2

石
炭
取
扱
業
の
発
展

ω

石
炭
取
扱
業

の
位
置

「
香

港

店

二
於

ケ

ル
主

ナ

ル
商

品

ハ
石

炭

ニ

シ
テ

此
取

扱

高

ハ
年

々
増

加

セ
リ

「
香

港

支

店

ノ
商

売

ハ
御

承

知

ノ
如

ク

石
炭

力
其

主

ナ

ル

モ

ノ

ニ
テ
、
本

年

(
一

九

〇

四
年

-
引

用

者
)

上

半

季

二
我

社

ノ
手

ヲ
経

テ

輸

入

シ
タ

ル

モ

ノ

ハ
、

ロ

ノ

津

ヨ
リ

十

一
万

噸

余

、

門

司
ヨ

リ

八

万

九

千

噸

、

合

計

二

十

万

噸

ニ
シ

テ
、

日
本

炭

ノ
総

輸

入

ノ
四
割

強

ナ
リ
」

と

の

べ
ら

れ

て

い
る

よ

う

に
、

石

炭

取

扱

業

務

は

「
支

苫

ノ
業

務

中

最

モ
肝

要

ナ

ル

モ

ノ
」

で
、

「
当

店

取

扱

商

品

中
第

一
二
挙

9
)

ゲ
ラ
ル
ベ
キ
重
要
商
品

ハ
矢
張
リ
石
炭
」

で
あ
っ

た
、

こ
の
点
は
香
港
支
店
の
経
営
機
構
そ
の
も
の
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
第

26
表

は
〇
二
年
五
月
に
改
正
さ
れ
た
支
店
組
織
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
石
炭
掛
は
三

部
に
分
け
ら
れ
最
も
中
心
的
な
機
関
で
あ

っ
た
。
そ
の
機
能
も
細
分
化
さ
れ
て
お

り
、
第

一
部
は

コ

石
炭
売
買
約
定

二
関
ス
ル
事
務
、
二
石
炭
ノ
需
要
供
給
及
競

争
者
ノ
動
静
取
調
、
三
炭
繰
、
四
石
炭

二
関
ス
ル
帳
簿
ノ
整
理
、
諸
勘
定
報
告
書

ノ
作
成
、
其
他
石
炭
掛
ノ
他
ノ
部

二
於
テ
取
扱

ハ
ザ
ル

一
切
ノ
事
務
」

の
四

つ
か

ら
な
り
、
第
二
部
は

コ

外
国
商
店
約
定
炭
引
渡
、

二
焚
料
約
定
炭
引
渡
、
三
外

国
商
店
ト
ノ
石
炭
臨
時
売
買
」
を
お
こ
な
い
、
第
三
部
は

コ

清
商
ト
ノ
石
炭
売

買
、
二
清
商
間

二
於
ケ
ル
取
引
等
ノ
動
静
取
調
」
を
主
要
業
務
と
し
て
い
た
の
で

あ
る
・(06
)

つ
ぎ
に
具
体
的
な
石
炭
取
扱
高
の
推
移
を
み
よ
う
。

②

石
炭
取
扱
高
の
推
移

一
九
〇
三
年
四
月
の
支
店
長
諮
問
会
議
に
お
け
る
香
港
支
店
の
報
告

に
よ
れ
ば
、

(
16
)
9

年

=

月
か
ら
〇
二
年
一
一

月
の

一
三
ヵ
月
間
の
香
港
総
輸
入
炭

は
九

八

万

ト

ン
で
、

う

ち

日

本

炭

が

七

七

万

ト

ン

(
七

八

・
六

%

)

、

三

井

物

産

香

港

支

店

は

こ

の

う

ち

の
四

三

万

ト

ン

(
五

五

・
八

%

)

を
取

扱

っ
て
お
り
、

こ
れ

は
ま

卜↓

、



た
、

香
港

総

輸

入

高

の

四

三

・
九

%

に
当

っ
て

い
た
。

ま

た
、

〇

六

年

の
報

告

に
よ

れ

ば

香

港

輸

入

日

本

炭

の

う

ち

三

井

物

産

の

シ

ェ

ア
ー

は
〇

二
年

五

六

%

、

〇

三

年

五

六

%

、

〇

四

年

四

三
%

、

〇

五

年

四

九

%

で

あ

っ
た
・
(
26
)

こ

の
う

ち
・

〇

五

年

の
取

扱

炭

の
内

容

に

つ

い
て

み

れ

ば

・

香

港

全

体

の
輸

入

高

は

日
本

炭

八

九

一
、

一
五

七

ト

ン

(
三

池

炭

二

三

五
、

〇

三
五

ト

ン
、

門

司

炭

五

七

一
、

六

九

〇

ト

ン
)

、

外

国

炭

二

七

一
、

七

八

一
ト

ン

の
総

計

一
、
エ
ハ
二
、

九

三

八

ト

ン
で
、

そ

の
う

ち

、

三

井

物

産

の
取

扱

高

は

日

本

炭

四

三

九

、

〇

五

二

ト

ン

(
総

輸

入

炭

の
三

七

%

、

日
本

炭

の
四

九

%

)

で

あ

り
、

そ

の

他

の
石

炭

商

の
取

扱

日
本

炭

は

四

五

二

、

一
〇

五

ト

ン

で

「
殆

卜
我

社

ハ
他

ノ
石

炭

商

全

体

ノ
取

扱

高

二
相

当

ス

ル
高

ヲ
取

扱

」

っ
て

い
た

の

で
あ

る
・
(
譜

ら

に

〇

七

年

の
取

扱

高

に

つ

い
て

は

つ
ぎ

の

よ
う

に
報

告

さ

れ

て

い

る
・
(
46
)

香

港

全

体

デ

本

年

一
月

ヨ
リ

六

月

迄

ノ
輸

入
炭

ハ
総

計

六

十

万

九

千

七

百

四

十

三

噸

デ

、

之

ヲ
各

会

社

別

ニ
ス

レ
パ

、

先

ツ
当

社

ハ
当

季

間

二
二

十

三

万

三

千

八

百

四

十

九

噸

(
総

輸

入
高

の

三

八

%

ー
引

用

者

)

、

ブ

ラ

ッ
ド

レ
ー

が

四

万

八

百

四

十

噸

、

恰

和

ガ
三

万

二

千

三

百

噸

、

三

菱

ハ
五

万

百

六

十

五
噸

、

仏

郵

ガ

一
万

七
千

五

百

六

十

噸

、

ヒ

ュ
ー

ス

ガ

一
万

五
千

七

百

十

四

噸

、

北

独

ガ

一

万

二

千

三

百
噸

、

ギ

ル

マ

ン
ガ

三

万

三

千

九

百

七
十

噸

、

英

海

軍

ガ

五

万

四

百

五

十

噸

、

安

宅

ガ
二

万

三

千

七

百

噸
、

太

古

ガ

三
千

噸
、

「
シ

ー

ワ

ン
ト

ー

ム

ス
」

ガ

セ

メ

ン

ト

工
場

二
使

フ
豪

州

炭

デ

四
万

八

千

八

百

噸
、

此

外

二
支

那

人

ガ

ホ

ン
ゲ

イ
、

日

本

炭

青

島

炭

ヲ
輸

入

シ

タ

ル
高

ガ

二

万

二

千

四
百

五
十

噸
、

「
ド

ッ
ド

ウ

ェ
ル
」

ガ

三
千

五

百

噸

、

「
ア

ー

ノ

ル
ド

カ

ー
パ

ル

グ
」

ガ

二

千

五
百

噸
、

合

計

六

十

万

九

千

七

百

四

十

三
噸

ア

リ

マ

ス
。

故

二

一
ケ
年

間

ニ

ハ

百

二
十

万

噸

内

外

ノ
輸

入

炭

ア

ル
勘

定

デ

ス
。

此

内

当

社

ノ
扱

高

ハ
全

輸

入

ノ

三

割

四
分

デ

ア

ッ
テ

日
本

炭

ダ

ケ

ノ
輸

入

高

二
比

ス

レ
パ

五

割

八
分

二
当

リ

マ

ス
。

(
65
)

こ

の
結

果

、

当

該

末

期

の
香
港

支

店

の

石

炭

取
扱

高

は

つ
ぎ

の

よ
う

に

な
る

。

輸

入
品

二
於

テ

ハ
前

半

季

(
一
三

年

前

半

季

ー
引

用

者

)

石

炭

ノ
取

扱

総

高

六

三井物産海 外主要店石炭取扱高第27表

(単 位:千 ト ン)

三 高
井 の
物 輸
産 出
取 比

全 す
出 る
炭 輸
高 出
に 比

先出輸要主輸 出 総 高

新 嘉 披港香海上

H

G

三井物産
取扱胡

日本炭

総高　

F

E

三井物産
取扱高⑨

日本炭

総高⑭
旦
C

三井物産

取扱高◎

日本炭

総局G

B

天

三井物産

取扱高B)

日 本 炭

総 高A
)

5&2%

45.2

40.5

20.7

4al

461

455

455

46.6

4z1

46.2

44.5

44.5

41.2

40.6%

52.7

57.1

45.2

52.7

30.6

54.4

27.1

224

1as

21.5

19.5

1&8

17.8

17.2

1Z5

550%

555

357

64.1

8&5

92280

88

95

265

281

445

上93450

268

406

401

419

271

81

266

512

259

下t57

325

上261

507

567

508

563%

47.1

41.0

56.0

57.0

450

52.3

57.4

70.4

80.2

214

226

271

590

583

660

826

819

899

459

1,051

968

839

446700

607

824

854

912

862

714

上292

889

910

50.4%

41.8

5Z7

59.9

54.5

64.8

103

181

195

180

437

下218

529

上289

538

432

516

451

651

708

758

865

801

870

795

754

816

824

26.7%

27二4

51.0

24.8

46.4

652

76.5

75.1

71.1

70.2

71.8

7～ と9

80.4

7～λ5

409

496

624

730

1,596

1,820

1,911

1,803

2,076

2,011

2,045

2,235

2,445

2,758

1,545

1,805

2,014

2,403

2,922

2,939

5,455

2,879

2,508

2,402

2,922

2,863

2,844

2.794

3,041

5,440

1897年

98

99

1900

01

02

03

04

05

06

0ア

08

09

1910

11

12

出典:春 日豊 「三井財閥における石炭業の発展構造 」(『 三 井文庫論叢 』第11号)230ペ ージ第50表 による。

1)香 港にお ける三井物産 の日本炭 占有率の うち、1902～4年 は 『支店長諮問会 々議録 』(明 治59年)物 産197/5に ょ る。

2)1905年 の香港輸入 日本炭はr第 三回石炭協議会議事録 』(明 治39年)物 産205に よれば891,157ト ンであ り、三井物産の

日本炭占有率は49%と な っている。
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一



十

三

万

噸

ニ
シ
テ
、

之

ヲ
其

前

半

季

二
比

ス

レ

ハ
六

万
噸

増

加

シ
、

前

々
季

二

比

ス

レ

ハ
二

万

八
千

噸

ノ
増

加

ト

ス
。

此
数

字

ハ
所

謂

約

定

高

ニ
シ
テ

香

港

二

於

テ
約

定

シ
他

ノ
港

二
於

テ
引

渡

シ

タ

ル
高

ヲ
含

ム

モ

ノ

ナ

ル

カ
、

実

際

香
港

ニ
テ
引

渡

シ

タ

ル

モ

ノ

ニ

二
十

万

五

千

噸

ニ
シ
テ

、

昨

年

下

半

季

二
比

シ

一
万

千

噸

、

前

々
季

二
比

シ

一
万

三

千

噸

ノ
増

加

ナ

リ
。

前

半

季

ハ
石

炭

ノ
需

要

漸

次

増

加

シ
、

最

初

ハ
需

要

二
追

ハ

レ
積

出

不

足

ノ
状

況

ナ

リ

シ

カ
、

若

シ
積

出

意

ノ
如

ク

ニ

シ
テ

且

ッ
相

当

売

物

ヲ
手

ニ

ス

ル

コ
ト

ヲ
得

ハ
、

尚

ホ

六

七

万

噸

ノ
売

捌

ヲ
為

ス

コ
ト

ハ
容

易

ナ

リ

シ

ナ

リ
。

而

シ
テ

我

々

ノ
取

扱

高

ハ
全

輸

入

高

二
対

ス

ル
五

割

、

日
本

炭

ノ
全

輸

入

高

ノ
六

割

五

分

二
該

当

ス
。

こ
う

し

て
当

該

期

の
香

港

支

店

は
香

港

総

輸

入

炭

の
三

〇

～

四

〇

%

、

輸

入

日

本
炭

の

四

〇

～

八

〇

%

を

取

扱

い
、

香

港

石

炭

市

場

に

お

け

る
支

配

的

地

位

を

確

立

し

た

の

で

あ

る
。

第

27

表

は
当

該

期

の
三

井

物

産

の
海

外

主

要

店

た

る

上

海

、

香

港

、

新

嘉

披

に
お

け

る

石

炭

取

扱

高

を

示

し

た

も

の

で

あ

る

が

、

香

港

支

店

は

上

海

、

新

嘉

披

の
両

支

店

を

お

さ

え

て
常

に

「
取

扱

数

量

ノ
筆

頭

」

を

占

め

て
お

転

品
)
三
井
物
産
内
部

に
お
い
て
も
そ

の
地
位
を
不
動
の
も

の
と
し
て
い
た
の
で

あ

る

。

⑤

石
炭
取
扱
状
況

こ

こ

で

は
香

港

支

店

の
石

炭

売

込

先

を

中

心

に
そ

の

取

扱

状

況

に

つ

い

て

み

て

お

こ
う

。

第

28
表

は

一
八

九

七

～

九

九

年

に

お

け

る

輸

出

炭

を

炭

種

別

に

み

た
も

の

で
あ

る

が
、

三
池

炭

が

ほ

讐

七
〇

～

九

〇

%

を

占

め

て

お

り
、

三

井

社

内

炭

に

お

け

る

三

池

炭

の

地

位

は

当

該

期

を
通

じ

て
変

化

し

て

い
な

い
・
(
76
)

こ

の
う

ち

・

三
池

炭

は
主

に

太
古

洋

行

(
バ

タ

フ

ヒ
ー

ル
ド

ス
ワ

イ

ア
)

、

恰

和

洋

行

(
ジ

ャ

ー
デ

ン

マ
ゼ
ソ

ン
)

引

当

で

あ
り

、

金

田

炭

は
仏

国

郵

便

会

社

に
、

ま

た
、

大

ノ

浦

炭

は
主

に
清

商

引

当

で

あ

っ
た
・
(
86
)

第

29
表

は

九

八

年

度

の
香

港

支

店

の
香

港

、

汕

頭

両

地

に

お

け

る

需

要

見

込

み

第28表 香港支店炭種別輸出高
(単 位:ト ン)

1899年1898年1897年

ム
B輸 出 高ム

B輸 出 高ム
B輸 出 高

77.6%205,716

9,526

11,565

4,804

15,180

11,144

552

80

8,082

80.0%180,407

26,502

5,667

11,075

5,575

552

91.0%191,085

1,551

14,264

2,415

825

三 池 炭④

大 ノ 浦 炭

金 田 炭

豊 国 炭

唐 津 炭

大 辻 炭

市 村 炭

山 野 炭

雑 炭

262,429225,556209,918計⑬合

出 典:「 明治51年 事 業報 告 』物 産614/58～10ペ ージ お よび

「明治52年 度 事業 報 告 』物 産614/610ペ ー ジよ り作成 。

卜↓



高
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
第

50
表
は
〇
二
年
の
香
港
売
り
三
池
塊
炭
の
売
込
み
予

定
高
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
二
つ
の
表
か
ら
香
港
支
店
の
取
引
先
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
七
年
九
月
の
石
炭
協
議
会
に
お
い
て
友
常
香
港
支
店
員
は
香
港
輸
入
炭
の
需

要
先
予
定
高
に
つ
い
て

(第
51
表
を
参
照
)
の
べ
た
あ
と
、
香
港
支
店
の
約
定
先

第29表 香 港 ・汕 頭需 要 高見 込 み(1898年 度 分)

香

港

汕

頭

約 定 先

明治
三十年度渡残 り(太 古分)

太 古 洋 行

恰 和 洋 行

支 那 人 外 諸 口

小 計

太 古 洋 行

恰 和 洋 行

ブ ラ ッ ド レ ー 社

小 計

合 計

数 量

塊 炭

トン

12,000

50,000

50,000

10,000

102,000

}18・ …

7,500

25,500

127,500

切 込 炭

トン

10,000

60,000

25,000

10,000

105,000

7,500

7,500

112,500

合 計

トン

22,000

110,000

55,000

20,000

207,000

18,000

14,000

55,000

240,000

出 典:『 石炭 諮 問会 議 事録 』(明 治30年)物 産199C56～7ペ ー ジ に よ る。

第51表 香港輸入炭需要先予定高(1907年 分)
第5〔暖 香港売 り三池塊炭予定高(1902年 分)

香

港

広

東

需 要 先

太洋航行汽船焚料用

小船及小蒸気船

英海軍其他外国軍艦用

公私製造用

小 計

政府工場及軍艦焚料

川船及小蒸気船焚料

小 計

合 計

数 量

50万 ト'

16.5

11

20

9Z5

Z5

15

22.5

120

売 込 先

パ タ フ ィー ル ドス ワイ ア

ジ ャ ー デ ン マ ゼ ソ ン

栄 記

栄 源

ブ ラ ッ ク ヘ ッ ト

シ ー ワ ン

ホ ー タ ン(清 商)

合 計

予 定 高

70,000ト ン

20,000

6,000

6,000

3,600

2,400

2,400

110,400

出典 『石 炭協 議会 議 事録 」(明 治40年)

物 産20457ペ ー ジよ り作 成。

出典;「 石 炭諮 問 会議 々事 録 』(明 治54年)

物 産20051～2ペ ー ジに よ る。
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に

つ

い

て
、

「
此

内

当

社

ノ
約

定

先

ハ
太

古

社

、

漢

亜

社

、

北

独

、

招

商

局

、

ダ

グ

ラ

ス
、

香

港

、

広

東
、

恰

和

、

大

阪

商

船

、

船

渠

会

社

、

其

他

ジ

ャ
バ

チ

ャ
イ

、

亀」
〆

ノ

ナ
社

、

チ

ャ
イ

ナ

コ
ン

マ
シ

ャ

ル
等

」

で
あ

る

と

報

告

し

て

い
る
。
　

こ

の

ほ

か
、

三
井

物

産

の
取

引

先

は

ノ
ー

ス
ヂ

ャ
!

マ
ン

ロ
イ
ド

、

東

洋

汽

船

会

社

、

チ

ャ
イ

ナ

ビ

ゲ

ー

シ

ョ
ン
、

イ

タ

リ

ア

ン

メ

ー

ル
、

ゴ

ー

タ
ウ

ン

カ

ン
パ

ニ
ー
、

香

港

広

東

漢

門

汽

船

会

社

な
ど

の
船

会

社

や
精

糖

会

社

な

ど

が

あ

っ
た
汐

と

く

に
、

ジ

ャ
ー

マ

ン

ロ
イ

ド

は

「
香

港

支

店

ノ
運

命

ニ
モ
関

ス

ヘ
キ

モ

ノ
」
　

で
あ

り

、

ま

た
、

香
港

に

お

い
て

ロ
ン
ド

ソ
と

の
間

に

「
バ

ン

カ

ー

コ
ン

ト

ラ

ク

ト
」

も

少

量

で

は

あ

る

が

お

こ

な

わ

れ

て

い
た
。

こ

の

よ
う

に
香

港

支

店

の
取

扱

炭

は

船

舶

焚

料

炭

、

精

糖

会

社

な
ど

の
製

造

T

場

用

炭

と

し

て

の
売

込

み

が
中

心

で
あ

っ
た

が
、

同

時

に
注

目

す

べ
き

需

要

口
と

し
て

「
支

那

人

売

り

」

と

い
わ

れ

る

地

売

炭

が

あ

っ
た
。

こ
れ

は

「
遣

リ
方

二
依

リ

テ

ハ
最

モ
旨

味

」
　

の

あ

る

商

売

で

あ

っ
た
。

し

か

し

一
方

、

「
支

那

人

ノ

約

定

ハ
甚

タ
不

安

心

ナ

ル

モ

ノ

ニ
テ
、

香

港

支

那

取

扱

者

ノ
考

如

何

二
依

リ

、

少

シ

ク
取

扱

ハ

ン
ト

セ

ハ
直

チ

ニ
取

扱

高

ヲ
減

シ
、

又

多

少

危

険

ヲ

冒

ス

モ
扱

高

ヲ

多

カ

ラ

シ

メ

ン
ト

セ

ハ
直

チ

ニ
増

加

ス

ル
カ
有

様

」
　

で

不
安

定

な
も

の

で
あ

っ
た
。

す

な

わ
ち

、

〇

七

年

七

月

の
支

店

長

諮

問

会

議

に

お

い
て
小

林

香

港

支

店

長

は

こ

の
点

に

つ

い
て

つ
ぎ

の

よ
う

に
の

べ

て

い
る

c
,

、

尚

ホ
香

港

二
於

ケ

ル
支

那

人

売

石

炭

二
対

シ

テ
如

何

ニ
ス

ヘ
キ

ヤ

ノ
問

題

ア

リ
.

支

那

人

売

二
付

テ

ハ
従

来

頗

ル
苦

キ

経

験

ヲ
有

セ

ル
カ
、

近

来

二
至

リ
是

迄

ノ

支

那

人

ノ
売

込

先

ヲ
取

調

へ
見

ル

ニ
六

七

十

人

ノ
多

キ

ニ
達

シ
、

是

等

ノ
者

ヲ

一
々
信

用

程

度

ヲ
取

調

フ

ル

コ
ト

モ
出

来

ス
、

又
殆

ト

信

用

ナ

キ
者

多

キ

次
第

ニ
テ
甚

タ

心

許

ナ

キ
商

売

ニ
テ
、

従

来

売

付

ケ

タ

ル

モ

ノ

・
代

金

ヲ
取

立

ッ

ル

コ
ト
能

ハ
ス

ト
云

フ

カ
如

ク

ニ
テ

ハ
折

角

力

ヲ
用

ヒ
テ

売

込

ミ

タ

ル
甲

斐

ナ

キ

次

第

ナ

レ

ハ
、

其

支

那

人

力
我

々

ヨ
リ
買

取

リ

タ

ル

モ

ノ

ヲ
何

レ

ニ
売

付

ク

ル

ヤ
取

調

へ
、

其

結

果

近

来

香
港

支

店

二
於

テ

ハ
非

常

ノ
手

数

ト
面

倒

ヲ
厭

ハ

ス

如

何

二
小

ロ

ノ

モ

ノ

ナ

リ

ト

モ
直

接

需

要

者

二
売

込

ヲ
為

ス
考

ニ
テ
、

広

東

通

ヒ
ノ
船

或

ハ
港

内

ノ
小

蒸

気

、

香

港

陸

軍

ノ
各

兵

営

ノ
小

蒸

気

、

海

軍

ノ
所

有

二
係

ル
小

蒸

気

ト

云

フ

カ
如

キ

モ

ノ

ニ
対

シ

テ

モ
売
込

ヲ
試

ミ

ッ

・
ア

リ
。

是

レ

ハ
非

常

二
面

倒

ナ

ル
商

売

ナ

レ

ト

モ
代

金

ノ
支

払

二
付

テ

ハ
殆

ト
懸

念

ナ
キ

ア

ル

ナ

リ
。

そ

れ

で

は

な

ぜ

三

井

物

産

が

こ

の

よ

う

な
不

安

定

で

且

つ
危

険

な

「
支

那

人

売

り

」

に
進

出

す

る

の

で
あ

ろ

う

か
。

そ

れ

に

は
四

つ
の
理

由

が

あ

っ
た
。

そ

の
第

一
は
三

井

物

産

の
取

扱

炭

の
炭

質

に
規

定

さ

れ

た

も

の

で

あ

っ
た
。

〇

六

年

七

月

の
支

店

長

諮

問

会

議

に
お

け

る

つ
ぎ

の
論

議

を

み

て

み

よ
う

・
(
47
)

会

長

香

港

ノ
支

那

人

売

ハ
余

リ
奨

励

ス

ル

コ
ト
能

ハ
ス
。

犬

塚

素

ヨ
リ
香

港

ノ
支

那

人

売

ヲ
奨

励

ス

ル

ノ
必

要

ナ

ケ

レ
ト
、

何

分

香

港

二
於

テ
支

那

人

二
売

捌

カ

サ

レ

ハ
他

二
適

当

ナ

ル
捌

ロ

ナ

キ
石

炭

ヲ
我

社

力
取

扱

ヒ
居

ル
以

上

ハ
止

ム

ナ

ク
多

少

ノ
危

険

ヲ
踏

ミ

テ

モ
之

二
向

ケ

サ

ル

ヘ
カ

ラ

ス
。

即

チ
芳

雄

及
大

ノ
浦

五

尺

ノ
如

キ

ハ
到

底

他

二
捌

ロ

ナ
キ

モ

ノ

ナ

リ
。

昨

年

ノ
如

キ
景

気

好

キ

場

合

ニ

ハ
何

処

ニ
テ

モ
捌

ケ

ヘ
キ

モ
少

シ

ク
景

気

落

付

ク

ト

キ

ハ
常

二
我

手

二
残

ル

モ

ノ
ナ

リ
。

門

司

ノ
石

炭

商

ノ
中

、

我

社

以

外

ノ
安

川

、

三

菱

、

古

河

、

住

友

ノ
如

キ
者

ノ
有

ス

ル

モ

ノ

ハ
概

子

大

ノ
浦

三

尺

、

山

野

位

ノ
格

ノ
炭

ニ
テ
其

以

下

ノ

モ

ノ

ハ
之

ヲ
有

セ

ス
。

而

シ
テ

大

ノ
浦

三
尺

、

山

野

ノ
如

キ

ハ
自

分

ノ
経

験

ニ
テ

ハ
相

場

如
何

二
狂

ヒ

タ

リ

ト

テ
最

モ
安

キ

モ

ノ
ナ

レ

ハ
、

其

点

ヨ
リ

云

ヘ

ハ
安

川
、

三

菱

其

他

ハ
比

較

的

有

利

ノ
地

位

二
在

リ
o

会

長

其

ノ
如

キ

事

情

ニ
テ

必
要

ア

レ

ハ
是

非

共

之

二
力

ヲ

尽

サ

、
ル

ヘ
カ

ラ

サ

ラ

ン
カ
、

併

シ
香

港

二
於

ケ

ル
支

那

人

二
対

ス

ル
売

掛

金

ノ
倒

レ

モ
少

カ

ラ

ス
。

故

一二
二
年

間

二

一
回
位

ノ
大

整

理

ヲ
為

ス

ノ
必

要

ア

リ
。

其

場

合

三

二
四

万

円

ノ
損

失

出

ツ

ル
カ

如

キ

ニ
テ

ハ
殆

ト
労

シ

テ
功

ナ

キ

次

第

ナ

リ
。

犬

塚

今

ヨ
リ

ニ

三

年

前

迄

ハ
門

司

若

松

二
於

テ

夫

等

ノ
炭

ヲ
土

地

ノ
商

人

二

卸

売

ヲ
為

シ

タ

リ

シ
、

其

結

果

第

三

者

力
我

手

ノ
炭

ヲ
名

古

屋

大

阪

ニ
テ

捨

売

トヨ



ヲ
為

シ
、

其
他

ノ
支

店

ノ
商

売

二
妨

害

ヲ

加

ヘ
シ
所

ヨ
リ

遂

二
地

売

ヲ
止

メ

シ

為

メ
其

以

前

ハ
他

ノ
商

人

ノ
手

ヲ
経

テ
売

捌

カ

レ
タ

ル

モ

ノ

モ
我

社

自

カ

ラ
始

末

ヲ
為

ス

ノ
必

要

二
迫

ラ

レ

シ

ナ

リ
。

然

ル

ニ
之

ヲ

全
部

内

地

二
売

捌

ク

コ

ト

ハ
到

底

不
能

ナ

ル

ヲ
以

テ
勢

ヒ
上

海

香

港

方

面

二
出

サ

・
ル

ヘ
カ

ラ

サ

ル
ナ

リ
。

す

な

わ

ち
、

国
内

の
市

場

支

配

を

維

持

す

る

た

め

に
、

下
等

炭

を

上

海

、

香

港

市

場

に
輸

出

し
、

そ

の

た

め

に

「
支

那

人

売

り

」

を

お

こ
な

わ

ざ

る

を

え

な

い
と

い
う

こ

と

で

あ

る
。

こ

こ

で

は

つ
ぎ

の

二

つ

の
点

が
注

目

さ

れ

る

。

一

つ
は

国
内

石

炭

市

場

と
海

外

石

炭

市

場

と

の
連

関

の

さ

れ
方

で

あ

り
、

二

つ
に

は

三

井

物

産

と

三

菱

、

安

川
、

古

河

、

住

友

な
ど

の
競

争

業

者

の
間

に
は

そ

の
取

扱

炭

に
質

的

な
差

異

が

あ

っ
た

こ
と

で

あ

る
。

換

言

す

れ

ば
、

三

井

資

本

に
よ

る
国

内

石

炭

産

業

の
独

占

的

支

配

が

お

こ

な

わ

れ

て

い
る

が

そ

の
独

占

化

は

い
ま

だ

優

良

炭

坑

の

み

に
集

中

さ

れ

た

も

の

で

は

な
く
、

い
わ
ば

「
初

期

独

占

」

か

ら

生

じ

る

総

体

的

支

配

で

あ

り
、

そ

の
質

的

再

編

成

は
当

該

期

を

通

じ

て
進

行

し

た

と

い
う

こ
と

で

あ

る
。

し

か

し

だ

か
ら

こ

の

こ
と

は
必

ず

し

も

三

井

資

本

の

「
前

近

代

」

性

を

意

味

す

る

の

で

は

な
く

、

か
　

る

総

体

的

支

配

が

国

際

商

品

市

場

に

お

い

て

一
定

の

有

利

性

を

生

み
だ

す

も

の

で

あ

り

(
三
菱

、

安

川
、

古

河

、

住

友

な

ど

に
比

べ

て
)
、

そ

の
独

占

的

市

場

支

配

の
根

拠

を

な

し

て

い
た

と

い
え

る

の

で
あ

る
。

い

い

か

え

れ

ば

、

下

等

炭

ま

で
も

傘

下

に
も

つ
三
井

物

産

の
石

炭

市

場

支

配

の
構

造

が

、

そ

の
炭

質

の
劣

悪

か

ら

く

る

一
般

的

な
意

味

で

の
競

争

に

お

け

る

不

利

益

を

市

場

支

配

の
有

利

な
条

件

に
転

化

せ

し

め

て

し

ま

う
。

そ

こ

に
当

該

期

の

三
井

物

産

の
存

在
形

態

の
特

徴

を

見

い
出

す

こ

と

が

で
き

る

の

で
あ

る
。

つ
ぎ

に
、

「
支

那

人

売

り

」

の
第

二

の
根

拠

は

の
ち

に
明

ら

か

に
す

る

よ

う

な

香
港

石

炭

市

場

を

め

ぐ

る

競

争

の
激

化

に
あ

っ
た

の

で
あ

り

、

第

三

は

こ
の

こ
と

と

関
連

す

る

が

三
井

物

産

の
香

港

市

場

に

お

け

る
支

配

力

の
強

化

に

あ

っ
た

の
で

あ

る
。

す

な

わ
ち

、

広

大

な

清

国

内

市

場

へ
の
進

出

は

燐

寸

の
よ

う

な

日
用

雑
貨

品

の
取

扱

を

通

じ

て
先

鞭

が

つ
け

ら

れ

て
お

り

、

石

炭

地

売

り

に
よ

る

直

接

的

な

清

国

内

市

場

へ
の
進

出

は
三

井

物

産

の
市

場

支

配

の
拡

大

に
と

っ
て
不

可

欠

の
問

題

で
あ

っ
た

の

で

あ

る
。

従

っ
て
第

四

の
問

題

と

し

て
、

三

井

物

産

自

身

に

よ

る

石

炭

の
地

売

り

が

お

こ
な

わ

れ

る

必

要

が

あ
り

、

こ

こ

に
〇

七

年

六
月

を
契

機

と

し

て
香

港

支

店

に

お

け

る
買

弁

制

度

が

全

廃

さ

れ

る
根

拠

が

あ

っ
た

の

で
あ

る
。

(
そ

の
意

義

に

つ

い
て

は
後

述

)

以

上

の
よ

う

な
理

由

に
よ

り
、

香

港

支

店

に
お

け

る

「
支

那

人

売

り
」

を

拡

大

す

る

た

め

種

々
の
方

策

が
考

え

ら

れ

て

い
る
。

す

な
わ

ち

、

そ

の

た

め

に

「
根

底

ヨ
リ

販
売

ノ
方

法

ヲ
改

メ
直

接
消

費

者

二
売

込

ム
」

こ
と

が

意

図

さ

れ
、

そ

の
方

法

と

し

て

「
門

司

ト
乗

合

勘

定

ト

シ
責

任

ヲ
幾

分

軽

カ

ラ

シ

メ
」

、

「
危

険

ア

レ

ハ
茎

部

分

ハ
門

司

二
於

テ
負

担

ス

ル

コ
ト
」

が
論

議

さ

れ

て

い
る
・
(
57
)

そ

の

結

果
・

こ

の
業

務

は

つ
ぎ

の
よ

う

農

開

を

み

乏

い

た

る

の

で

あ

る
・
8

香
港

支

那

人

売

ノ
石

炭

二
付

テ

ハ
苦

キ
経

験

ヲ
有

シ
、

殆

ト
毎

半

季

滞

貨

ノ
起

ラ
サ

ル

コ
ト

ナ
ク

、

支

那

人

売

石

炭

ハ
如

何

ナ

ル
方

法

二
依

ラ

バ
宜

キ

カ
研

究

問

題

ナ

リ

シ

カ
。

幸

ヒ
得

意

先

ノ
選

択

二
意

ヲ

用

ヒ

タ

ル

ト
其

他

直

接

売

渡

ヲ

為

シ

タ

ル
ト

ニ
依

リ
毫

モ
滞

貨

ヲ
生

セ

ス
。

加

之

香

港

二
テ

「
ス

ト

ッ
ク
」

ヲ

有

シ
居

ル
必

要

ナ

ク
、

又
代

金

モ
為

替

期

限
内

二
支

彿

ヲ
受

ク

ル
有

様

ナ

レ

ハ

今
後

ハ
安

意

取

扱

ヲ
為

シ
得

ヘ
シ
。

④
石
炭
取
扱
反
対
商

香
港

支

店

の
石

炭

取

扱

業

は

す

で

に

み

た

よ

う

に
独

占

的

な
地

位

に

あ

っ
た

が
、

そ

れ

は
常

に
安

定

的

な
展

開

を

と

げ

て

い
た

わ

け

で

は

な
く

、

石

炭

取

扱

商

間

の

激

し

い
競

争

を

通

じ

て

な

さ

れ

て

い
た

の

で

あ

る
。

以

下

に
お

い

て

は
石

炭

取

扱

を

め

ぐ

る

三

井

物
産

と

そ

の
他

の
石

炭

商

と

の
競

争

に
焦

点

を

あ

て

て
具

体

的

に

み
て

お

こ
う

。

ま

ず

、

一
九

〇

七
年

九

月

の
石

炭

協

議

会

に

お

け

る

つ
ぎ

の
報

告

か

ら

み

て

み

ょ

う

・
(
刀
)

ソ

レ

カ

ラ
競

争

者

ノ
挙

動

ヲ
申

シ

マ

ス
カ
、

昨

年

(
〇

六

年

ー
引

用

者

)

末

ヨ

卜↓



リ
本

年

一
月

二
掛

ケ

マ
シ

テ
為

替

ガ
愈

々
好

調

デ

運

賃

モ
割

合

二
安

直

デ

ア

ッ

タ

二
モ
拘

ハ
ラ

ズ
需

要

者

ハ
先

安

ノ
見

込

ヲ
懐

シ

キ

余

リ
取

引

ガ

ナ

カ

ッ
タ

ガ
、

一
月

二
入

リ

マ

シ
テ

ブ

ラ

ッ
ド

レ
ー

ガ
赤

池

塊

ヲ

一
年

中

ノ
約

定

ヲ

シ

マ

シ

タ
。

七

弗

七

十

五
仙

同

ジ

ク
粉

炭

デ

五
弗

七

十

五

仙

、

三
菱

ハ
鯰
田

塊

デ

七

弗

七

十

仙

同

切

込

デ

七

弗

五

十

仙

ニ
テ

六

ヶ
月

間

先

約

定

シ

マ
シ

タ
。

其

他

安

宅

ハ
岩

崎

塊

ヲ
六

弗

六
十

仙

、

ギ

ル

マ

ン

ハ
黒

原

塊

ヲ
六

弗

デ

約

定

シ
タ
。

当

時

支

那

人

ハ
此

位

ノ
値

段

デ

ナ

ケ

レ
バ

売

悪

イ

デ

ス
。

当

社

モ
門

司

炭

ヲ
二

万

三

千

余

噸

売

約

シ

マ

シ

タ

ガ
他

店

安

直

ニ
テ

売

約

ス

ル
為

二
跡

売

約

困

難

ニ
ナ

リ

マ

シ

タ

カ

ラ
、

当

社

ハ
不

得

止

三
池

錆

塊

七

弗

七

十

五

仙

ニ
テ

二

万

一
千

余

噸

売

出

シ
、

門

司

炭

二
代

用

シ

マ

シ

タ
。

其
後

六
月

二
至

リ

マ

シ
テ

旧

約

定

ノ
満

期

ト

ナ

ル

ニ
従

ヒ
競

争

者

ハ
新

約

定

ヲ

シ

マ

シ
タ

ガ

運

賃

為

替

益

々
不

利

デ

ア

ル
為

メ
約

定

直

モ
梢

高

値

ニ
テ
、

三
菱

ハ
新

入

切

ヲ
七

月

ヨ
リ

十

二

月

迄

七

千

八

百

噸

六

弗

七

拾

五

仙

、

サ

ヨ
切

三

千

噸

六
弗

五

〇

仙

、

臆

塊

六

千

噸

八

弗

同

粉

三

千

噸

五
弗

七

五

仙

ニ
テ
約

定

シ

マ

シ
タ
。

八

月

ニ
ナ

リ

マ

シ
テ

安

宅

ハ
岩

崎

塊

一
万

五

千

噸

九

月

ヨ
リ
来

年

二

月

迄

ヲ

六

弗

二

十

五
仙

デ

約

定

シ

マ

シ

タ
Q

其

他

ノ
競

争

者

ハ
新

約

定

ヲ

致

シ

マ

セ

ヌ
。

当

社

ハ
三
池

錆

ヲ
六

千

余

噸

、

門

司

炭

一
万

四

千

五

百

余

噸

ヲ
売

約

シ

マ

シ

タ
◎

(
中

略

)

三
菱

ハ
尚

新

入

切

三
千

五

百

噸

六

・
七

五
、

サ

ヨ
切

五

千

噸

六

・
五

〇

、
鯰
田

切

七

・
五
〇

ニ
テ

八

月

カ

ラ
十

二

月
渡

ヲ
売

約

ヲ
求

メ

テ
居

ッ
タ
。

ソ

レ
カ

ラ

当

地

ノ
競

争

者

ノ
中

(
中

略

)

、

二

軒

(
水
島

商

店

、

ギ

ル

マ

ン
商

会

-
引

用

者

)

ノ
競

争

者

ヲ
減

ジ

マ
シ

タ

ガ
、

ク

ル

ー
ズ

エ
ン
ド

カ

ン
パ

二
ー

ト
云

フ
馬

尼

刺

人

支

那

人

日

本

人

ノ
組

合

デ

二

回

程

石

炭

ヲ
輸

入

シ

テ
居

リ

マ
シ

タ
炭

種

及

ヒ
直

段

ハ
御

徳

切

込

デ

六

弗

二
〇

、

木

屋

瀬

切

込

六

弗

二

五

デ

シ

タ
。

其

他

ニ
ホ

ル

ラ

ン

ド

チ

ャ

イ

ナ

・
ト

ン
デ

ン
グ

社

ト
云

フ
会

社

ガ
新

二
設

定

セ

ラ

レ
、

此

処

ニ

ハ
日
本

人

ガ

二

人

居

リ

マ

ス

(
中

略
)

。

此

会

社

デ

ハ
中
津

厚

塊

三

好

切

込

等

ヲ

五
弗

九

〇

仙

カ

ラ
七

〇
仙

二
テ

売

約

ヲ
望

ン
デ

居

リ

マ

シ

タ
。

此

外

ニ
シ

ュ
ー

ワ

ン
ト

ム

ス
社

二
以

前

水

島

二
居

ツ
タ
人

デ

白

藤

ト

云

ウ

人

ガ
入

社

シ

テ
以

来

日

本

炭

ノ
取

扱

ヲ
盛

ン

ニ
ス

ル
様

子

デ

ア

ル
。

(
中

略

)

、

兎

二
角

是

等

ノ
競

争

者

ガ
新

二
市

場

二
現

ハ

レ
タ

ノ
デ

仮

へ
恐

ル

、
価

値

ナ

シ
ト

シ
テ

モ
亦

タ

今

後

彼

等

ノ
挙

動

二
付

キ

テ
注

意

ヲ
要

ス

ル
事

ト
思

ヒ

マ

ス
。

日

本

炭

の
取

引

を

め

ぐ

る

石

炭

商

の
動

向

が

よ

く

示

さ

れ

て

い
る

が

さ

ら

に

翌

八

年

九

月

の

石

炭
髪

会

に

お

け

る

報

告

を

み

て

み

よ

う
・
(
87
)

香

港

ノ
反

対

商

ノ
動

静

ヲ
申

シ

マ

ス

ガ
先

ズ

反

対

商

ト

シ
テ

ハ
三

菱

デ

ア

ル
。

根

拠

ト

シ
テ

居

ル
所

ハ
P

O

ノ
パ

ン

カ

ー
、

商

船

ノ
パ

ン

カ
ー

、

ジ

ョ
ー

ジ

マ

ク

エ

ル

ノ
パ

ン

カ

ー
デ

、

今

年

ハ
妙

ナ
訳

カ

ラ

ヂ

ャ
ー
デ

ン

ノ
約

定

ヲ
手

二
入

レ
テ
大

分

取

扱

高

ヲ
増

ヤ

シ

タ
。

昨

年

ノ
輸

入
高

ガ

一
寸

拾

壱

万

壱

千

六

百

拾

噸

、

今

年

上

半

年

二
八

万

五

千

八

百

九
拾

噸
、

頻

リ

ニ
支

那
方

面

二
販

路

ヲ
拡

張

シ

ヤ

ウ

ト

シ
テ

居

ル
。

此

次

ハ

「
ブ

ラ

ッ
ド

レ

ー
」

御

承

知

ノ
通

リ
赤

池

ノ

代

理

店

ヲ

シ
テ

昨

年

輸

入

高

ガ
約

七

万

噸

、

今

年

ノ
上
半

季

ノ
輸

入

高

ガ
赤

池

参

万

噸

、

其

次

ガ
安

宅

商

会
、

大

阪

商

船

ノ
パ

ン
カ

ー

ヲ
有

ツ

テ
居

ッ
タ
時

分

二
目
尾

ヲ
以

テ
大

分

支

那

人
売

二
務

メ
テ
居

リ

マ

シ

タ

ガ
、

同

社

ノ
約

定

ヲ
我

々

二
奪

ハ
レ

テ
以

来

目
尾

ヲ
以

チ
来

ナ

イ

デ

岩

崎

ノ
塊

炭

専

門

デ

ヤ

ッ
テ

居

ル
。

今

年

ノ
約

定

七
弗

拾

仙

デ

出

来

タ

ノ
ガ
、

マ
ー

ケ

ッ
ト

ガ
悪

イ

ノ
デ

参

拾

五
仙

バ

カ

リ
下

ガ

ッ
タ

モ

ノ
ダ

カ

ラ
非

常

二
各

所

ノ
引

渡

二
苦

心

シ

テ
居

ル
。

安

宅

ノ
昨

年

輸

入

高

四

万

六

千

噸

、

今

年

ノ
上

半

季

輸

入

高

参

万

壱

千

噸

、

其

次

ハ

宮
崎

洋

行

、

是

ハ
最

近

二
店

ヲ
出

シ
タ

ノ
デ

従

ッ
テ

常

得

意

ト

云

フ

モ

ノ

ハ

一

軒

モ

ナ
イ

。

一
寸

安

宅

ト
同

ジ
様

デ

コ

ン
プ

ラ

ー

ド

ヲ
使

ッ
テ

支

那

人

ノ
売

掛

ノ
保

証

ヲ

サ

シ

テ

居

ル
。

コ

ン
プ

ラ

ー

ド

ト

云

フ
随

分

怪

シ
イ

悪

グ

ス

ル
ト
引

掛

ッ

タ

リ

シ
テ
酷

イ

目

二
合

ハ
セ

ン

カ

ト
思

フ
。

宮

崎

ト

云

フ

モ

ノ

ハ
無

責

任

二
安

イ

炭

ヲ
良

イ
名

前

ヲ
付

ケ

テ

持

チ
廻

ハ
ル
、

先

達

「
ド

ウ

プ

ラ

ー
」

ノ
約

定

モ
苦

心

シ

タ

。

ソ

レ

カ

ラ
品

苦

情

二
就

テ

ハ
昨

年

ノ

上

半

年

以

上

余

リ

大

キ

イ

ノ

ハ
ナ
イ

ガ
前

カ

ラ
引

続

イ

テ

居

ル
バ

タ

フ

ィ
ル

ド

ス

ワ

イ

ヤ

:

ノ
三

池

ノ

ク

レ
ー

ム
ヲ

払

ツ

タ
後

ハ
大

シ

タ
事

ハ
ナ

イ

ガ

、
併

シ
船

ガ

入

ル

ト

太

古

カ

ラ

人

ヲ
出

シ

テ
粉

炭

ノ
試

験

ヲ

シ
テ

居

ル

カ

ラ

余

リ

油

断

ス

ル

ト
文

句

ヲ

言

ハ
レ

、「ヨ



ル

ト
思

ッ

テ
非

常

二
注

意

シ
テ
居

ル

ガ
、

是

迄

二

一
割

五

分

以

上

ニ

ナ

ル

ト

云

フ
事

ハ
ナ

イ
。

其

二
P

O

ノ
船

二
門

司

デ

渡

シ
テ

本

洞

ノ
切

込

デ

苦

情

ガ

付

イ

テ

P

O

ノ
言

フ
通

リ

ク

レ

ー

ム

ノ
仕

払

ヲ

シ
タ
。

ソ

レ
カ

ラ
最

後

二
我

々

ノ
取

扱

高

ノ
比

例

ヲ

一
寸

申

上

ゲ

テ
置

キ

タ

イ
。

昨

年

七

月

カ

ラ
今

年

六

月

迄

ノ
日

本

炭

ノ
輸

入
高

二
対

シ

テ

パ

ー

セ

ン

テ

ー

ジ

ヲ

言

フ

ト
先

ズ

三
井

ノ
扱

高

ガ

五

割

五

分

、

三
菱

ハ
壱

割

六

分

、

シ

ユ

ハ
ー

ト

ム

ス
八

分

三

厘

、

ブ

ラ

ッ
ド

レ
ー

ガ
六

分

六

厘

、

安

宅

九

分

九

厘

、

宮

崎

九

分

カ

ラ

一
分

八

厘

デ

割

合

カ

ラ

云

ツ

テ

モ
香

港

ノ
日

本

炭

ハ
三

井

ガ
牛

耳

ヲ
執

ツ

テ

居

ル

ト

云

フ
事

ガ

分

カ

ル
。

す

な

わ
ち

、

香
港

石

炭

市

場

に

お

け

る

三

井

物

産

の

競

争

業

者

は

三

菱

、

ブ

ラ

ッ
ド

レ

ー
、

安

宅

商

会
、

宮
崎

洋

行

、

シ

ー

ワ

ン
ト

ム

ス
社

お

よ

び
安

川

の

ほ

か
、

ク
ル

ー
ズ

エ

ン
ド

カ

ン
パ

ニ
ー

な
ど

の
新

興

勢

力

が

あ

り
、

水

島

商

店

、

ギ

ル

マ

ン
商

会

が

破

産

す

る

な
ど

そ

の
競

争

は

激

し

か

っ
た
。

就

中
、

三
井

物

産

の
も

っ

と

も

強

敵

は

三
菱

で
あ

っ
た
。

そ

の
競

争

の
実

態

を

つ
ぎ

の
史

料

か

ら

み

て

み

よ

う
・
(
97
)

明

治

四

二
年

初

季

二
於

ケ

ル
当

店

(
三

井

物

産

香

港

支

店

ー
引

用

者
)

主

要

商

品

タ

ル
石

炭

商

売

ノ
活

躍

振

リ

ヲ
見

ル

ニ
、

当

年

約

定

期

二
近

ヅ

ク

ニ
従

ヒ

三

菱

、

安

川

等

ノ
反

対

ハ
先

ヲ
争

ヒ
相

互

二
得

意

先

ノ
浸

略

ヲ
事

ト

シ
殊

二
三
菱

ノ
如

キ

ハ
数

年

来

ノ
提

携

ヲ
断

チ
猛

然

吾

ガ
勢

力

範

囲

内

二
突

進

シ
来

リ

、
未

曽

有

ノ
悪

戦

ヲ
現

出

シ
法

外

ノ
値

引

ヲ
余

儀

ナ

ク

セ

シ
。

漁

夫

ノ
利

ハ
独

リ
得

意

先

ノ

獲
得

ス

ル
所

ト

ナ

レ
リ
。

然

レ
共

当

店

ハ
対

三
菱

協

定

破

棄

セ

ラ

ル

・

ト
共

二
本
部

ノ
電

令

ニ

ョ
リ
断

呼

タ

ル
決

心

ヲ
以

テ
飽

迄

競

争

二
応

ゼ

シ
ガ
既

得

ノ
地

盤

ヲ
失

ハ
ザ

リ

シ

ノ
ミ

ナ
ラ

ズ

進

ン
デ

販

路

ノ
拡

張

ヲ
遂

ゲ

タ

リ
。

す

で

に
み

た

よ

う

に
三

菱

合

資

会

社

は

一
九

〇

六

年

四

月
、

上
海

と

香

港

に
同

時

に
支

店

を

開

設

し
、

売

炭

業

務

を

本
格

化

し

て

い
た
。

三
菱

の
香

港

に

お

け

る

売

炭

業

務

は

す

で

に

一
八

九

三

(
明

治

二

六

)

年

の
三

菱

合

資

会

社

成

立

以

前

か

ら

お

こ

な
わ

れ

て

お
り

、

日
本

郵

船

、

彼

阿

、

加

奈

多

太

平

洋

汽

船

等

の
焚

料

契

約

と
若

干

の
地

方

売

り

が

お

こ

な
わ

れ

て

い
た

。

そ

の
後

一
九

一
〇
年

代

を

通

じ

て
瘍

を
拡
大
し
、
三
井
な
ど

と
の
間
に
は

「地
盤
関
係
の
紛
争
は
珍
ら
し
く
な

の

で
あ

る
。

か

っ
た
」

こ

れ

ら

の
競

争

者

は

「
一
時

二
大

高

ノ
輸

入

ハ
為

サ

・
レ

ト

モ
兎

二
角

時

々
小

形

船

ノ
雇

入

ヲ
為

シ
何

回

ニ
モ
往

復

シ
居

ル

ヲ
以

テ

之

ヲ
合

計

セ

ハ
可

ナ
リ
大

高

よ

ル
」
(
18
)

も

の

で
あ

り

・

そ

れ

だ

け

箸

炭

市

場

を

め

ぐ

る

三

井

物

産

と

の

競

争

を

激

化

さ

せ
る

も

の

で

あ

っ
た
。

こ
れ

に
対

し

て
三
井

物

産

は

「
割

安

二
売

捌

ク

コ
ト
」

を
方

針

と

し

て
対

処

し

て

い
く

の

で

あ

る
。

〇

六

年

四

月

の

石

炭

協

議

会

に

お

け

る

つ
ぎ

の
論

議

か
ら

か

x
る

競

争

業

者

に
対

す

る

三

井

物

産

の
対

応

を

み

て

お

こ
う
・
(
28

)

会

長

三
菱

其

他

ノ
取

扱

高

概

略

幾

許

ナ

リ

ヤ
。

友

常

三
菱

ハ
支

那

人

売

ト

シ
テ

二

千

五

百

噸

ヨ
リ

三
千

噸

位

ナ

ル

ヘ
シ
、

併

シ
其

高

ハ
不

同

ニ
テ

時

二
依

リ

テ

四
千

噸

許

二
上

ル

コ
ト

ア

リ
。

水

島

モ
同

様

三

千

噸

多

キ

ト

キ

ハ
四

千

噸

余

ナ

ル

ヘ
シ
。

会

長

其

他

ノ

モ

ノ

ハ
如

何

友

常

其

他

二
同

昌

ナ

ル
支

那

人

ア

リ

是

レ

ハ
水

島

ト
買

入
先

ハ
同

一
ナ

リ
Q

又

「
ブ

ラ

ッ
ド

レ
ー
」

ノ
如

キ

ハ
其

数

量

不

同

ナ

レ

ト
先

ッ
三

四

千

噸

ノ
間

ナ

ル

ヘ
シ
。

「
シ
ー

ワ

ン

ト

ー

ム

ス
」

モ
三
千

噸

許

ナ

ラ

ン
。

小

林

昨

年

末

安

川

ニ
テ

赤

池

炭

七

八

万

噸
買

入

レ
本

年

一
月

以

後

積

出

シ
タ

ル

モ

ノ

・
受

渡

ハ
満

足

二
運

ヒ
居

ル
ヤ
。

友

常

多

少

相

場

ノ
下

リ
掛

ケ

シ
場

合

二
引

取

ラ

ス
ト

ノ
苦

情

モ

ア

リ

シ
如

ク

ナ

レ
ト
、

更

二
売

ロ

ヲ
求

メ
テ
売

捌

キ

タ

ル
模

様

ナ

リ
。

恰

モ
香

港

支

店

二
於

テ
大

辻
、

伊

田

ヲ
十

一
弗

位

二
テ

約

定

シ
居

リ

シ

ニ
赤

池

ハ
十

弗

五
十

仙

ニ
テ

売

出

シ

タ

ル
為

メ
大

二
障

害

ヲ
受

ケ

タ

リ
。

今

日

ノ
所

ニ
テ

ハ
八
弗

五

十

仙

位

ニ
テ
売

捌

キ

居

レ
リ
。

会

長

目

下

ノ
所

ニ
テ

ハ
三

池

炭

ヲ
除

キ

テ

計

算

セ

ハ
、

我

社

ノ
輸

入

高

ヨ
リ

「
ブ

ラ

ッ
ド

レ
ー
」

の
輸

入

高

多

カ

ル

ヘ
シ
。

門

司

ノ
積

出

ヨ
リ

見

ル

モ
我

社

ヨ

リ

ハ
安

川

ナ

ト

ノ
方

多

シ
。

一32甲



友

常

一
時

赤

池

炭

ノ
輸

入
多

量

ナ

リ

シ

カ
、

併

シ
我

社

ヨ
リ
多

キ

コ
ト

ナ

カ

ル

ヘ
シ
、

尤

モ
我

社

ニ
テ

ハ

一
時

筑

豊

炭

ノ
輸

入
非

常

二
減

少

シ
タ

ル

コ
ト

ア

レ

ハ
其

際

二

ハ
或

ハ
我

ヨ
リ

多

カ

リ

シ
ヤ
知

レ

ス
。

会

長

少

シ

ク
問

題

外

一二
旦

ル

カ
知

ラ
子

ト
友

常

氏

ノ
談

話

中

二
当

分

ノ
間

競

争

者

二
対

ス
ル
方

針

ト
シ
テ
大

二
安

直

二
売

込

ミ

、

競

争

者

ヲ
駆

逐

シ
タ

ル
上

直

ヲ
為

サ

ン
ト

ノ
事

ア

リ

シ
。

併

シ
直

下

ノ
場

合

ニ

ハ
固

ヨ

リ
容

易

ナ

ラ

ン

カ
直

上

ケ

ヲ
為

ス
際

二
其

割

合

二
高

ク
売

ル

コ
ト

ハ
難

カ

ル

ヘ
シ
。

友

常

一
時

諸

方

二
安

物

ア

レ

ハ
支

那

人

ハ
之

ヲ
買

入

レ
遂

二
其

常

得

意

ト

ナ

リ
了

ル

ノ
恐

ア

ル

ヲ
以

テ
相

当

ノ
直

段

マ
テ
引

下

ケ
之

ヲ
駆

逐

シ
タ

シ
。

会

長

併

シ
我

社

ニ
テ
直

下

ヲ
為

セ

ハ
競

争

者

モ
亦

之

二
応

シ

テ
直

下

ヲ
為

シ

決

シ
テ
手

ヲ
収

ム

ル

コ
ト

ナ
カ

ラ

ン
。

友

常

併

シ
其

直

下

ハ
買

入
方

ノ
如

何

二
ア

リ
。

或

一
定

ノ
価

ヲ
以

テ

買

約

シ

居

ル

モ

ノ

ハ

一
定

ノ
範

囲

以

外

引

下

ケ

ル

コ
ト

ハ
能

ハ
サ

ル

ヘ
シ
。

相

生

今

年

ノ
如

ク
炭

価

卜
生

産
費

ト

ノ
間

二
余

裕

ノ

ア

ル
場

合

ニ

ハ
少

シ

ク

直

段

ヲ
引

下

ケ

タ

リ

ト

テ
競

争

ノ
余

地

ハ
充

分

ア

ル

ヘ
キ

ヲ
以

テ
、

結

局

此

以

上

引

下

ケ
能

ハ

ス
ト

云

フ
点

マ
テ
引

下

ケ

サ

レ

ハ
競

争

者

ヲ
朴

ス

ヘ
キ
時

機

ハ

容

易

二
来

ラ

サ

ル

ヘ

シ
。

会

長

香

港

二
於

ケ

ル
支

那

人

売

ナ

ル

モ

ノ

ハ

一
向

約

定

シ
タ

リ

ト

テ
其

効
能

ナ

キ
売

先

ナ

ル

カ
.

此

売

先

ヲ
手

二
入

ル

・
為

メ
夫

程

迄

利

益

ヲ
犠

牲

二
供

ス

ル

ノ
価

値

ア

ル
ヤ

否

ヤ

ハ

一
ノ
研

究

問

題

ナ

ル

ヘ

シ
。

友

常

香

港

二
於

テ

ハ
大

口
約

定

力
定

マ
リ

タ

ル
以

上

ハ
是

非

共

支

那

人

ヲ
相

手

ト

セ

サ

ル

ヘ
カ

ラ

ス
。

故

二
危

険

ニ

ハ
ア

レ

ト
之

ヲ
廃

ス

ル

コ
ト
能

ハ
ス
。

無

論
其

中

ニ

ハ
貸

倒

レ

モ
出

来

又
引

取

不

足

モ
出

来

ヘ
キ

カ
、

是

ハ
止

ム

ヲ
得

サ

ル
事

ニ
テ
其

間

ヲ
巧

二
切

抜

ケ
行

ク

ヲ
肝
要

ナ

リ

ト

ス

(
傍

点

引

用

者
)

。

香

港

市

場

に

お

け

る

石

炭

販

売

競

争

の
激

化

は
三

井

物

産

に
石
炭

販

路

の
拡

張

を

必
然

化

せ

し

め

る
。

し

か

し
、

「
香

港

二
於

テ

ハ
大

口
約

定

力
定

マ
リ

タ

ル
以

上

」

、

そ

の
売

先

は
広

大

な
内

国

市

場

を

拘

え

る

「
支

那

人

売

り
」

に
向

け
ら

れ

る
。

そ

の

場

合
、

他

商

の
激

し

い
競

争

を
排

し

て
市

場

を

独

占

す

る

た

め

に

は
炭

価

の
切

下

げ

に
よ

る

安

価

な
石

炭

の
確

保

が

不

可

欠

と

な

る
。

右

の
論
議

は
か

x

る
問

題

に
直

面

し

て

い
る

香

港

支

店

の
意

向

が

よ
く

示

さ

れ

て

お

り

、

ま

た
、

こ

の
よ

う

な
対

応

は

日
清

戦

争

以

前

か
ら

す

で

に
清

国

市

場

に
進

出

し
、

独

占

的

市

場

支

配

を

お

こ

な

っ
て

い
る

三

井

物

産

に
し

て

は

じ

め

て

可
能

で

あ

り

、

ま

た

、

傘

下

に
三

井

鉱

山

と

い
う

有

力

な

石
炭

産

業

部

門

を

持

っ
て

い
る

こ
と

の
有

利

性

が
海

外

市

場

に

お

い

て
も

機

能

し

て

い
る

こ
と

を

示

す

も

の

に
ほ

か

な
ら

な

い

の

で

あ

る
。

む

す

び

香
港
市
場
に
お
け
る
以
上
の
よ
う
な
展
開
が
貿
易
資
本
と
し
て
の
三
井
物
産

に

ど
の
よ
う
な
質
的

な
変
化
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
こ
の
点

に
言
及
し

て
お
こ
う
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
当
該
期
の
三
井
物
産
の
展
開
は
つ
ぎ
の
二
点
に

お
い
て
明
ら
か
に
そ
れ
以
前
と
は
異
な
っ
た
資
本
の
質
的
な
転
換
を
と
げ

て
い
た

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第

一
は
い
わ
ゆ
る

「前
期
的
商
業
資

本
」
か
ら
独
占
資
本

へ
の
脱
皮

で
あ
り
、
第
二
は
そ
れ
に
と
も
な
う
総
合
商
社
化

で
あ
る
。
以
下
、

こ
の
二
点

に
つ
い
て
具
体
的
な
指
標
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

-
.

独

占

資

本

へ
の
脱

皮

①
買
弁
制
度
の
廃
止
と
直
取
引
の
拡
大

買

弁

と

は

「
コ
ン
プ

ラ

ド

ル
」

と

も

い
わ

れ
、

「
支

那

二
於

ケ

ル
商

館

番

頭

」

の
こ

と

で

あ

る

が

・
(
8
3)

こ

れ

は

三

井

物

産

が
外

国
貿

易

を

お
こ
な

う

に
際

し

て

そ

の

土

地

の
言

語

、

風

俗

、

商

業

習

慣

な

ど

に
不

明

の

た

め

そ

の
土

地

の
事

情

に

通

じ

る
現

地

人

を

雇

い
取

引

上

の
便

宜

を
得

た

も

の

で

あ

り
、

清

国

貿

易

に
お

い

一33一



て

一
般

に
使

用

さ

れ

て

い
た

。

三
井

物

産

香

港

支

店

で
は

「
従

来

支

那

人

二
売

込

ミ
居

リ

シ
石

炭

二
付

テ

ハ
我

々
力
直

接

引

合

フ
買

弁

ヲ
大

二
広

ク

使

用

シ
、

之

ヲ

信

用

シ

一
モ

二

モ

ナ

ク
買

弁

ヲ
経

テ

引

合

ヲ
為

」

し

て

い

た

が
、

「
買

弁

ハ
極

メ

テ
信

用
薄

弱

ナ

ル
者

二
対

シ

テ

モ
品

物

ヲ
売

渡

シ
又
代

金

ノ
支

払

ヲ
受

ク

ル

モ
受

ケ

サ

ル

モ
夫

レ

ニ
関
係

ナ

ク
売

高

二
対

シ

テ

ロ
銭

ヲ
取

リ
得

ヘ

シ

ト
云

フ
所

ヨ
リ

、

頗

ル
其

売

込

方

乱

暴

二
流

レ

タ

ル
弊

少

」

な
く

な

か

っ
た

・
(
48
)

そ

こ

で
香

港

支

店

で

は

〇

一
年

に
ま
ず

、

石

炭

受

渡

業

務

に

お

け

る

買

弁

を
廃

止

し

た

。

す

な

わ

ち
、

「
従

来

石

炭

受

渡

ニ

ハ
其

業

務

ヲ
全

然

買

弁

二

一
任

シ
経

営

ナ

シ
来

レ

ル
訳

ハ
当

店

ノ
如

ク
何

処

ニ
モ
石

炭

倉

庫

会

社

ノ
設

備

ナ

カ

リ

シ
為

、

不

得

己

二
出

デ

タ

ル
処

ナ

ル

モ
業

務

執

行

上

種

々
弊

害

ヲ
伴

ヒ
北

独

船

其

他

当

時

二
於

ケ

ル
大

得

意
先

二
充

分

ナ

ル
満

足

ヲ
与

フ

ル
事

能

ハ
ザ

リ

シ
カ

バ

、

此

処

二
断

然

此

請

負

ヲ

全
廃
シ
当
店
代
リ
直
接
人
夫
及
艀
ヲ
使
役

シ
」

切
ノ
受
渡
ヲ
取
扱
フ
事
ト
」
(
85
)

な

っ
た

の

で

あ

る
。

こ

の
香

港

支

店

に

お

け

る
買

弁

廃

止

の
直

接

的

契

機

と

な

っ

た

の

は

一
八

九

八
年

一
〇

月

～

一
二

月

に

か

け

て

の
益

田
孝

に
よ

る

台

湾

香
港

上

海

の
商

況

視

察

で
あ

っ
た

・
(
68
)

そ

の
際

・

益

田

は
香

港

支

店

の
業

務

を

監

査

し
・

い
く

つ
か

の
改

善

策

を

指

示

し

た

が

そ

の

一
つ

に

「
販

売

掛

ヲ

除

ク

ノ
外

、

買

弁

ヲ

用

ヒ
ズ

直

接

花

主

ト
取

引

ヲ

ナ

ス
事

」

が

あ

っ
た
。

そ

の
結

果

、

「
従

来

、

各

掛

二
於

テ
支

那

人

買

弁

ヲ
使

用

ナ

シ
来

リ

タ

ル
ガ
其

弊

害

甚

ダ

シ

キ

ヲ
認

メ
、

繭

後

ハ
単

二
販

売

掛

二
於

テ
売

掛

金

保

証

ノ
責

二
任

ズ

ノ

、ミ
買
弁

」

を

使

用

す

る

こ

と

に
改

め

ら

れ
、

前

記

の

〇

一
年

の
改

革

を

経

て
、

〇

七
年

六

月

以

降

、

買

弁

を

全
廃

し
・

「
当

店

取

引

上

二

新

紀

元

ヲ
画

」

し

た

の

で
あ

っ
た

・
(
78
)

こ
う

し

て
買

弁

を
廃

止

し

た
結

果

、

「
従

来

買

弁

ノ
引

請

ケ
居

リ

シ
石

炭

ノ
船

内

人

足
使

用

ノ
点

二
於

テ

モ
如

何

ア

ラ

ン
カ

ト
心

ヲ
痛

メ

シ

カ
、

直

接

是

レ
カ

繰

縦

ヲ
為

シ

タ

ル
結

果

、

従

来

買
弁

二
於

テ

人
足

賃

ノ
頭

ヲ
刎

子

居

リ

シ

コ
ト
其

他

我

々

ノ
意

ノ
及

バ
サ
リ

シ
事

ニ
テ
買

弁

ノ
収

入

ト

ナ
リ

シ

モ

ノ
ア

リ

シ

コ
ト

ヲ
発

見

シ

タ

レ

ハ
、

今

後

ハ
夫

等

諸

掛

ヲ
安

ク

シ
、

又

鉱

山

会

社

ノ
石

炭

二
関

ス

ル
経

費

モ
幾

分

安

直

二
為

ス

コ
ト

二

シ
タ

キ
考

ナ

リ
、

即

チ

『
デ

ス
パ

ッ
チ

』
ノ
如

キ

モ
従

来

買

弁

力

中

間

二
居

リ

シ
為

メ
我

々
ノ
命

令

モ
直

接

行

ハ
レ

サ
リ

シ
傾

キ

モ

ア

リ

シ
カ
、

直

接

我

々

力

之

ヲ

使

用

ス

ル

ニ
至

リ

テ

ヨ
リ

我

々

ノ
命

令

モ
能

ク

行

ハ
ル

・

二
至

リ
、

過

般

入
港

セ

ル
恵

山

丸

ノ

如

キ

ハ
四

千

噸

ノ

石
炭

ヲ

一
日

一
夜

ニ
テ
荷

揚

ヲ
為

シ
、

又

『

コ

ケ

ッ
ト

』
号

ハ
六

千

噸

ヲ
二

日

二

夜

ニ
テ
荷

揚

ヲ
終

リ

タ

ル
有

様

ニ
テ

三

四

年

来

無

キ

『
デ

ス

パ

ッ
チ

』
ナ
リ

シ
」

と

い
う

こ
と

に

な

り

、

冗

費

節

約

に
よ

る

諸

掛

の
低

下

と

そ
れ

に

よ

る
低

炭

価

の
維

持

、

石

炭
取

扱

業

務

の
能

率

化

等

、

買

弁

の
廃

止

は

三

井

物

産

の
営

業

の
発

展

を

促

進

し

た

の

で

あ

っ
た

。

と

こ
ろ

で

こ
の

よ

う

な
買

弁

制

度

の
廃

止

を

可

能

と

し

た

条

件

は
何

で

あ

っ
た

ろ

う

か

。

そ

れ

は
第

一
に
九

九

年

一
月

に
設

置

さ

れ

た
支

那

修

業

生

制

度

に
代

表

さ

れ

る
三

井

物

産

自

身

の
手

に

よ

る
人

材

の
養

成

が

お

こ
な

わ

れ

た

こ

と

に
よ

る

も

の

で
あ

り

・
(
88
)

第

二

に

は

石

炭
人

足

の
直

営

(
〇

八
年

五

月

)

・

貯

炭

場

の

開

設

(
〇

七

年

六

月

竣

工

、

〇

九

年

三

月

三

井

物

産

貯

炭

場

と

し

て
登

記

)

、

社

有

船

の
新

造

等

に
み

ら

れ

る

よ

う

な
石

炭
取

扱

業

務

の
発

展

に
基

づ

く

諸

設

備

の

整

備

で

あ

っ
た
・
(
98
)

そ

し

て

こ

の

よ

う

な
買

弁

の

廃
止

は

三

井
物

産

の
直

取

引

の
拡

大

を

も

た

ら

す

も

の

で

あ
り

、

直

取

引

の
拡

大

は

と

り

も

な

お
さ

ず

三
井

物

産

自

身

に

よ

る
清

国

市

場

の
直

接

的

支

配

・
進

出

を

意

味

す

る

も

の

で

あ
り

(

「
居

留

地

貿

易

」

か

ら

の
自

立
化

)
、

そ

れ

は

当

該

時

期

の

日
本

帝

国

主

義

の
尖

兵

と

し

て

の
三

井

物

産

の
存

在

形

態

を

規

定

す

る

も

の

で

あ

っ
た
。

わ

れ

わ

れ

は
買

弁

制

度

廃

止

を

可
能

な
ら

し

め

る

当

該
期

の
三

井

物

産

の
展

開

裡

に
そ

の
独

占

資

本
＝

財

閥

商

社

へ
の

推

転

を
看

取

で

き

る

の

で
あ

る
。

②

一
手
販
売
契
約

に
よ
る
独
占
的
市
場
支
配

当
該
期
の
三
井
物
産

の
独
占
資
本
化
の
指
標
の

一
つ
と
し
て

一
手
販
売
契
約

の

締
結
に
よ
る
石
炭
産
業
の
生
産
過
程
の
支
配
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
注
意

一訓「



さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
そ
の
一
手
販
売
契
約
が
単

に
国
内

の
炭
坑
主
と
の

間

に

の

み
結

ば

れ

た

の

で

は

な
く

、

東

ア
ジ

ア

の
有

力

炭
礦

と

の
間

に
結

ば

れ

て

い
る
事

実

で
あ

る

。

す

な

わ

ち
、

一
九

一
二
年

の

は

じ

め

に
三

井

物

産

は

「
人

二
制

セ
ラ

レ

サ

ル
間

二
先

ン

ス

ル
方

得

策

ナ

ラ

ン
ト
」
(
壌9
)

し

て

ホ

ン
で

無

震

の

日

本
輸

入

璽

手

販

売

権

を

湯

浅

商

会

と

の
激

し

い
競

争

の
末

獲

得

し

、

=

二
年

に
は

粉

炭

の
取

扱

も

開

始

し

た
。

さ
ら

に
同

年

に
、

上

海

支

店

で

は
従

来

サ

ソ
ダ

i

・
ウ

イ

ー
ダ

ー
社

の
支

配

し

て

い
た

長

江
筋

一
帯

の

一
手

販

売

権

を

香

港

支

店

と

の
共

同

の

も

と

に
奪

取

し

た
。

そ

の
結

果

、

三

井

物

産

は

上

海

、

寧

波

、

鎮

江
、

南

京

、

揚

州

お
よ

び

そ

れ
以

北

に
お

け

る

ホ

ン
ゲ

ー

炭

の
販

売

を

支

配

す

る

に

い
た

っ
た

の

で

あ

る
・
(
"
)

つ
ぎ

の
史

料

は

こ
の
間

の
事

情

を
示

し

て

い
る
・
(
%
)

吸

入
瓦

斯

機

械

用

ト

シ
テ

ノ
鴻

基

塊

炭

ノ
声

名

頗

ル
高

ク
販

路

ノ
拡

張

伸

々

タ

ル
有

様

ニ
シ
テ

、

当

時

己

二
大

阪

、

東

京

ノ
ニ
市

場

二
於

テ
確

乎

タ

ル
地

盤

ヲ

築

キ
更

二
名

古

屋

市

場

二
於

テ

モ
不

遠

之

ガ
取

扱

ヲ
見

ン

ト

ス

ル
勢

ニ
ア

リ

キ
、

当

時

日

本

内

地

一
手

販

売

契

約

ハ
湯

浅

商

会

ト

ノ
競

争

ニ
ョ
リ

幾
多

ノ
曲

折

ア

リ

タ

ル

モ
、

遂

二
当

店

ノ
手

二
握

ル

ヲ
得

タ
リ
。

其

契

約

期

間

ハ

一
九

一
四

年

中

ノ

一
ケ
年

ニ

シ
テ
其

数

量

ハ
塊

炭

二
〇

～

二

五
、

○

○

○

噸

、

中

塊

炭

一
〇
、

O

O

O

噸

、

粉

炭

オ

プ

シ

ョ
ン
附

一
～

二

〇
、

○

○

○

噸

ナ

リ

キ
。

尚

、

上

海

及

長

江

筋

二
於

ケ

ル
鴻

基

塊

粉

炭

ノ

一
手

販

売

権

モ
上

海

店

ト
共

同

シ
遂

二
当

店

ノ
手

二
収

メ
得

タ

リ
。

其

期

間

ハ

一
九

一
四

年

一
月

ヨ
リ

一
九

一

六
年

十

二
月

二
終

ル
三

ケ
年

間

ニ
シ
テ

販
売

数

量

ハ
毎

年

塊

炭

二

五

～

三

〇

、

○

○

○

噸

、

粉

炭

三

〇

、

○

○

○

噸

ナ
リ

キ

。

於

葱

日
本

並

上
海

送

リ
全

炭

数

量

拾

万

噸

二
達

シ
、

ホ

ソ
ゲ

イ
炭

海

外

輸

出

ノ
半

数

ハ
当

社

ノ
掌

裡

二
帰

シ
、

尚

、

進

ン
デ

不

遠

南

清

一
帯

二
於

ケ

ル

一
手

販

売

権

ヲ
獲

得

シ
輸

出

炭

全

部

ヲ

左

右

ス

ル

ノ
機

二
臨

ミ
居

タ

ル

ナ
リ
。

ま

た

、

三

井

物

産

は

ホ

ン
ゲ

イ

炭

の
取

扱

を

め
ぐ

る
他

商

の
競

争

を
排

除

す

る

た

め
、

該
炭
礦

と

の
永

久

的

提

携

を

目

的

と

し

た

「
攻
守

同

盟

」

を

結

び
、

共

同

販
売
を
お
こ
な
う
交
渉
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
・
(
49
)

さ
ら
に
清
国
市
場

に
お
け
る
三
井
物
産

の
市
場
独
占

の
動
き
を
示
す
も
の
と
し

て

「
支
那
政
府
交
通
部
」
と
の
間
の
山
西
無
煙
炭
販
売
契
約
が
あ
る
。

一
九

=
二

年
三
月
、
三
井
物
産
は
上
海

の
宝
興
長
と
共
同
で
該
部
と
の
間
に
山
西
無
煙
炭
の

五
力
年
間
販
売
契
約
を
結
ん
だ
。

こ
れ
は

一
手
販
売
契
約
で
は
な
い
が

「特
別
ノ

鉄
道
運
賃
」
に
よ
っ
て
第
三
者
の
競
争
を
事
実
上
排
除
し
、
実
質
的
な

一
手
販
売

契
約
で
あ

っ
た
。

こ
の
場
合
、
三
井
物
産
は
宝
興
長
と
の
間
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
協

定
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
O
契
約
手
付
金
と
し
て
交
通
銀
行

に
二
万

両
を
宝
興
長

の
名
義
で
定
期
預
金
し
、
通
帳
は

(
三
井
物
産
-
引
用
者
)
上
海
支

店
で
保
管
、
　

損
益
分
配
は
宝
興
長
五
五
%
、
三
井
物
産
四
五
%
、
日
金
融
は
三

く

井
物
産
が
司
り
立
替
金

に
年
七
歩
の
利
子
を
課
す
、
⑭
販
売
石
炭
金
の
二
歩
を
手

数
料
と
し
て
三
井
物
産
が
取
得
す
る
、
と
い
う
内
容

で
あ

っ
た
が
交
渉
は
宝
興
長

が
あ
た
り
、
三
井
物
産
は
金
融
と
販
売
を
引
受
け
、
販
売
地
は
上
海
、
天
津

、
鎮

江

で

一
力
年

約

二

万

九

千

噸

の
販

売

高

を

見

こ

ん

で

い
た

の

で

あ

る
。

ま

た
、

一
四

年

に

は

山
東

炭

の

一
手

販

売

を

お
こ
な

っ
て

い
る
。

こ
れ

は

「
山

東

炭

出

炭

増

加

ノ
結

果

、

相

当

数

量

ノ
売

物

ア

リ
。

其

儘

二
放

置

セ

ハ
炭

況

止

二
悪

影
響

ア

ル

ヘ
キ

ヲ

認

メ
、

一
ハ
競

争

ヲ
緩

和

シ
、

}
ハ
第

三

者

ニ
テ
販

売

セ
ラ

ル

、

弊

害

ヲ
除

去

ス

ル

タ

メ

ニ
、

吾

社

二
於

テ

日
本

、
朝
鮮

、

台

湾

及

上

海

ヲ
除

ク
支

那
方
面

一
帯

二
対

ス
ル

一
手
販
売
権
ヲ
取
得
」

し
た
も

の
で
あ
っ
た
、

こ
の
ほ
か
三
井
物
産
は
開
平
炭
、
洋
郷
炭
、
撫
順
炭
な
ど
の
有
力
競
争
炭
の

一

手
販
売
契
約
の
実
現
を
は
か

っ
て
い
く
の
で
φ
め
戸

「
三
井

ノ
石
炭
商
売
ノ
歴
史

二
特
筆
大
書

ス
ヘ
キ
事
項
ヲ
続
出

ス
ル
ニ
至
」

っ
た
の
で
あ
る
。

三
井
物
産
が
国
際
市
場
で
の
激
し
い
競
争
を
通
じ
て
自
か
ら
の
石
炭
取
扱
業
を

拡
大

・
発
展
さ
せ
、
市
場
の
独
占
的
支
配
を
は
か
る
に
は
産
炭

の
恒
常
的

.
安
定

的
な
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、

一
手
販
売
権
の
締
結
は
そ
の
た
め
の
も

っ
と
も
有

効
な
方
法
で
あ
り
、

か
N
る

一
手
販
売
契
約

の
締
結
に
よ
る
市
場
独
占
を
可
能

な

ら
し
め
る
当
該
期
の
三
井
物
産

の
展
開
の
な
か
に
、
わ
れ
わ
れ
は
三
井
物
産
そ
れ

一
35

一



自
体

の
独

占

資

本

へ
の
推

転

を
看

取

し

う

る

の

で
あ

る

。

つ
ぎ

に
、

三
井

物

産

の
独

占

資

本

へ
の
転

化

の

も

う

一
つ
の

指

標

と

し

て
独

占

資

本

間

に

お

け

る

販

売

協

定

日
販

売

カ

ル

テ

ル
の
結

成

が

あ

る
。

こ

の
点

、

香

港

支

店

で

は

一
方

で

は

三

菱

と

の
激

し

い
競

争

を

し

つ

つ
、

他

方

で

は

一
九

一
二
年

来
、

「
三

菱

ト
協

定

シ
、

値

上

ケ
其

他

行

動

ヲ

共

ニ

シ

タ

ル

カ

、

明

年

(
一
九

一
四

年
-

引

用

者

)

モ
出

来

得

ル
限

リ

共

同

ノ
方

針

ヲ
取

リ

タ

シ
」
(
89
)

と

い
う

状

況

に
あ

っ
た

。

こ

の

こ
と

は

っ
ぎ

の

こ
と

を

意

味

す

る
。

す

な

わ

ち

、

三

井

物

産

と

三
菱

は
香

港

市

場

に
お

い

て
も

激

し

い
競

争

を
展

開

す

る
。

そ

し

て
競

争

を

通

じ

て

そ

れ

ぞ

れ

の
販

路

を

確

保

し
協

定

を

結

ぶ

の

で

あ

る

が
、

他

方

、

競

合

す

る
部

面

で

は
激

し

い
競

争

を

展

開

す

る
。

し

か

も

そ

の
競

争

を

通

じ

て
三

井

、

三

菱

と

も

シ

ェ
ア
ー

は
拡

大

す

る
。

そ

の
結

果
、

さ

き

に

み
た

よ

う

に

中

小

石

炭

商

が

駆

遂

さ

れ

、

(
水

島

商

店

、

ギ

ル

マ
ン
商

会

の

没

落

)
こ

こ

に
石

炭

販

売

の
独

占

化

は

一
そ

う

進

む

こ

と

に

な
る

。

し

か

も

そ

れ

は
国

内

市

場

に

お

い

て

は

「
各

其

分
野

ヲ
確

立

シ
、

互

二
有

害

無

益

ナ

ル
競

争

ヲ
避

ケ
、

以

テ

小

商

人

ヲ
率

ヒ
専

ラ

値

段

ノ
維

持

」

を

は

か

る

「
四

社

協

定

」

と

し

て
、

当

該

末

期

に

は

三

井

物

産

、

三

菱

、

安

川

、

古

河

の
独

占

資

本

間

の
販
売

カ

ル

テ

ル
や
、

一
二
年

一
月

か
ら

実

施

さ

れ

た
筑

農

の

「
プ

ー

ル
制

」

に
帰

結
し

て

い
く

の

で

あ

る
・
(
1
0
0
)

⑤
九
州
炭
販
売
の
独
占

右

に

み

た

三
井

物

産

の
独

占

資

本

へ
の
転

化

は

な

に

よ
り

も

国

内
産

炭

の
独

占

的

支

配

と

し

て
現

わ

れ

る
。

こ

の

点

を

三

井

物

産

に

よ

る
九

州

炭

へ
の
支

配

の
拡

大

か
ら

み

て

お

こ
う

。

つ
ぎ

の
史

料

は

一
三

年

七

月

の
支

店

長
会

議

に

お
け

る

九

州

炭

取

扱

に
関

す

る
報

告

で

あ

る
・
(
101
)

九

州

炭

ノ

ミ

二
付

キ
内

地

海

外

別

ト

シ
テ

各

地

方

へ
積

出

シ

タ

ル

モ

ノ

ヲ
取

纒

メ
如

何

ナ

ル
勢

力

ヲ
我

々

ハ
有

ス

ル
ヤ

ヲ
見

ン

ニ
、

京

浜

二
於

テ

全

体

ノ
四

割

一
分

二
厘

、

大

阪

二

割

三

分

二
厘

、

神

戸

五

割

一
分

三
厘

、

呉

七

分

三

厘

、

中

国

二
割

〇

五
厘

、

四

国

二
割

〇

八
厘

、

和

歌

山

三

割

四
分

二

厘

、

四

日
市

三

割

七

分

二
厘

、

熱

田

四

割

二
分

、

半

田

四

割

四

分

一
厘

、

武

豊

九

割

八

分

一
厘

、

東

北

五

割

五
分

五

厘

、

北

陸

三

割

九

分

一
厘

、

台

湾

六
割

四

分

一
厘

ナ

リ
。

海

外

二
於

テ

ハ
上

海

五

割

四
分

六
厘

、

香

港

六

割

二
分

八
厘

、

広

東

十

割

、

福

州

七

割

四
分

四
厘

、

汕

頭

四
割

二

分

六

厘

、

漢

口
及

付

近

六

割

一
厘

、

芝

　

及

付

近

七

割

八
分

四
厘

、

大

連

及
付

近

九

分

三

厘

、

浦

塩

三

割

九

分

七

厘

、

「
ホ

ン
ゲ

ー
」

十

割

、

新

嘉

披
八

割

八

分

二
厘

、

盤

谷

・
西
貢

十

割

、

馬

尾

刺

・
非

律

賓

四
割

九
厘

、

瓜
哇

八

割

八

分

四
厘

、

古

倫

母

・
孟

買

四

割

三

分

九

厘

、

蘭

貢

二
割

六

分

八

厘

、

「
ホ

ノ

ル

・
」

八

割

一
分

四
厘

、

太

平

洋

沿

岸

九

割

六

分

四

厘

ノ
割

合

ニ
テ
、

荷

物

全

体

二
対

シ
六

割

二
分

二
厘

、

外

国

船

焚

料

二
対

シ

六
割

四
分

八

厘

、

平

均

六

割

二

三
分

二
シ

テ
、

多

年

ノ
情

勢

上

海

外

二
於

ケ

ル

成

績

ハ
内

地

ヨ
リ

ハ
良

好

ナ

ル

カ
如

シ
。

而

シ
テ
焚

料

炭

ハ
外

国

船

六
割

四
分

、

日
本

船

焚

料

三

割

二

分

、

総

合

計

海

外

荷

物

焚

料

六

割

三

分

二
対

シ
、

内

地

ノ
荷

物

焚

料

三

割

三

分

、

即

チ
海

外

二
、

内

地

一
ノ
割
合

ナ

リ

ト

ス
。

国

内

市

場

に
お

け

る
以

上

に
海
外

市

場

に

お

け

る

三

井

物

産

の
九

州

炭

取

扱

の

割
合

が
高

い
と

こ

ろ

に

ま

さ

に
、

当

該

期

の

三
井

物

産

の
国

際

商

品

市

場

に

お

け

る
地

位

が

如

実

に
示

さ

れ

て

い
る

の

で

あ

る
。

し

か

も

重

要

な

こ
と

は
第

52
表

、

第

55
表

か

ら

も

明

ら

か

な
よ

う

に
、

こ

の

よ

う

な
石

炭

市

場

の
支

配

が

三
井

、

三

菱

、

古

河

、

安

川

の
よ

う

な
財

閥

資

本

に
よ

る
中

小

資

本

の
排

除

と

い
う

か

た

ち

で

お

こ

な
わ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

り
、

そ

の
背

景

に
は

い
う

ま

で

も

な
く

国

内

石

炭
産

業

部

門

に
お

け

る

集

中

日
独

占

化

が

進

行

し

て

い
る

こ
と

で

あ

る
。

か

く

し

て
、

右

に
み

た

よ

う

な
国

内

、

海
外

石

炭

市

場

に
お

け

る

三

井

物

産

の

独

占

的

支

配

を
貫

串

す

る

論

理

は

つ
ぎ

の

よ

う

な
も

の

で

あ

っ
た

の

で
あ

る

・
(
つ
)

我

社

ノ

(
石

炭

-
引

用

者

)

取

扱

ハ
頗

ル
増

加

シ
、

昨

年

(
〇

四

-
同

前

)

ノ

如

キ

ハ

(
九

州

炭

の

1
同

前

)

殆

ト
半

額

二
近

キ

モ

ノ

ヲ
取

扱
ヒ

タ

リ

Q

三

菱

モ

亦

少

シ
ヅ

・
増

加

シ
居

レ

ト

モ
、

其

増

加

ノ
割

合

ハ
我

社

ノ
三

分

ノ

一
二
及

ハ
ス
、

一
36一



(単 位 二万 トン)第52表 九 州 炭 石 炭商 別 取 扱 高

その他小石炭商安川ほか古 河三 菱三 井 物 産全 体

22。3%

20。0

19.8

54%

5.6

5.6

5.2%

5.6%

17.9%

16.5

a8.5%

56.2%

42.1

45.7

191

235

250

576

589

571

1902年

05

04

出典:『 石 炭協 議 会 議事 録 』(明 治58年)物 産202112～5ペ ー ジ よ り作成。

(単 位:万 トン)
第55表 日本炭積 出主要石炭商の動向

そ の 他安 川古 河三 菱三井物産全 体

%
549(5=乙8)

415(26.0)

582(25.1)

%
60(4.1)

66(4.2)

72(4.7)

%
41(2.8)

64(4.0)

73(4.8)

%
237(16.5)

289(1&2)

271(17.8)

%
565(58.9)

755(47.5)

725(47.6)

%
1451(100)

1586(100)

1524(100)

1912年

15

14

出典:「 支 店 長 会 議 事録 』(大 正5年)物 産198/315～4ペ ー ジ よ り作 成。

1)1912年 の その他1こは北 炭の84万 トンを含 む。(15年 よ り三 井 に含 まれ る)。

2)各 年 の 全体 は合 わ な いが そ の ま ま と した。

安

川

、

古

河

ノ
如

キ

ハ
別

二
大

高

ヲ
取

扱

フ

コ
ト

モ

ナ

シ
。

唯

少

シ

ク
注

意

ス

ヘ

キ

ハ
小

商

人

ノ
取

扱

高

二
テ

、

漸

次

減

少

ノ
傾

向

ア

ル

ハ
勢

ノ
然

ラ

シ

ム

ル
所

ナ

ラ

ン

モ
、

大

商

人

ノ
手

二
小

商

人

ノ
商

売

ヲ
吸

収

セ
ラ

ル

・

コ
ト

ヲ
明

カ

ニ
数

字

ノ
上

二
示

ス

モ

ノ
ト
謂

フ

ヘ
シ
。

此

ノ
如

ク
我

社

ノ
取

扱

高

ハ
年

毎

二
長
足

ノ
進

歩

ヲ
為

シ
来

ー-
、

此
上

尚

ホ

勉

励

セ

ハ
、

従

来

ノ
如

キ
割

合

ニ
テ
進

ム

コ
ト

ハ
如

何

ア

ル

ヘ
キ

ヤ
知

ラ
子

ト
、

一
歩

進

メ

ハ
或

ハ
九

州

二
於

ケ

ル
石

炭

ノ
覇

権

ヲ
握

ル

コ
ト

モ
敢

テ

難

事

二
非

サ

ル

ヘ
ケ

レ

ハ
、

諸

君

卜
共

二
益

々
勉

励

其

域

二
達

セ

シ

コ
ト

二
力

メ

タ

シ

(
傍

点
引

用

者

)

。

2

総
合
商
社
と
し
て
の
経
営
多
角
化

①

取
扱
商
品

の
多
角
化

香

港

支

店

に
お

け

る

当

該

期

の
石

炭

取

扱

業

は
そ

の
中

核

的

業

務

で

あ
り

、

そ

の
推

移

は

該

店

全

体

の

営

業

の
動

向

を

規

定

す

る
も

の

で

あ

っ
た

。

し

か

し

な

が

ら
該

業

務

は
競

争

業

者

と

の
激

し

い
競

争

の
も

と

に

あ

り
、

し

か

も

日
清

.
日
露

戦

間

期

の
わ

が
国

に
お

け

る

産

業

資

本

の
確

立

は
香

港

支

店

の
営

業

に

も

新

た

な

発

展

の
契

機
を

与

え

る

こ
と

に

な

っ
た
。

つ
ぎ

の
資

料

が

端

的

に

こ

の

こ
と

を

物

語

っ
て

い

る
・
(
1
)

石

炭

ハ
支

店

ノ
業

務

中

、

最

モ
肝

要

ナ

ル

モ

ノ

ニ
シ

テ
大

二
力

ヲ
用

ヒ
サ

ル

ヘ

カ

ラ

サ

ル

モ

ノ

ナ

レ
ト

モ
、

其

発

展

ニ

ハ
限

リ

ア

リ
之

ヲ
直

チ

二
倍

額

二
増

加

ス

ル
カ

如

キ

ハ
殆

ト

不
能

二
属

ス
。

故

二
香

港

支

店

ノ
発

展

ヲ

計

ル

ニ
付

テ

ハ

所

謂

輸

出

入

貨

物

二
力

ヲ
用

ピ

サ

ル
可

カ

ラ

サ

ル

コ
ト
勿

論

ナ

ル

モ
、

同

時

二

現

在

取

扱

ヒ

ツ

・
ア

ル
手

慣

レ

タ

ル
商

品

ノ
中

二
於

テ

モ
尚

ホ
、

大

二
力

ヲ
用

ヒ

バ
充

分

発

展

ス

ヘ
キ

余

裕

ア

ル

モ

ノ

ア

ル
ヲ

認

メ
、

現

在

ノ
取

扱

品

中

発

展

ノ
余

地

ア

ル
物

二
対

シ
先

以

テ
カ

ヲ
尽

ス

ノ
適

当

ナ

ル

ヲ
信

シ
、

常

二
注

意

ヲ

加

へ
徐

々

二
発

展

セ

シ

ム

ヘ
キ
方

針

ヲ
以

テ
進

、・・
来

リ

タ

リ
。
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す

な
わ

ち
、

香

港

支

店

の
営

業

の
発

展

を

は

か

る

に

は
石

炭

の

み

に
中

心

を

お

い
て

い
て

は

不

充

分

と

な

っ
て
き

た

の

で
あ

る
。

そ

の

一
つ

の
根

拠

と

し

て

つ
ぎ

の
よ

う

な
事

情

が

あ

っ
た
・
(
1
)

第

一

二
注

意

セ

サ

ル

ヘ
カ

ラ

サ

ル

ハ
香

港

二
於

テ

ハ
日

本

炭

其

他

ノ
石

炭

力
今

日

ノ
如

キ
直

段

ニ
テ

引

続

ク
以

上

ハ
石

炭

以

外

二
何

物

力
代

用

ス

ル

コ
ト

ヲ

案

出

セ

サ

ル

ヘ
カ

ラ

ス

ト
。

此
方

面

二
工
場

ヲ
有

ス

ル
者

ノ
意

見

ニ
シ
テ

今

日

ノ

所
、

瑞

西

ニ
テ

産

出

ス

ル
D
i
c
s
e
l
 
O
i
l
 
E
n
g
i
n
e

ト
称

ス

ル

モ

ノ

ア

リ
。

之

ヲ
製

粉

会

社

二
於

テ

三
台

使

用

シ
居

ル

カ
、

其

結

果

ハ
日

本

炭

ノ
値

段

二
比

シ
テ

三

分

ノ

一
位

ナ

レ
パ

頗

ル
経

済

的

ナ

ル
由

、

又

電

燈

会

社

モ

従

来

石

炭

ヲ

使

用

シ
原

動
力

ヲ
起

シ

タ

リ

シ
カ

之

ヲ
止

メ
テ

其

機

関

ヲ
購

入

セ

ン

ト
計

画

シ

ツ

・
ア

リ
。

然

レ

ト

モ
此

機

械

ハ
比

較

的
価

格

モ
高

ク
又

傍

二
見

居

リ

テ

モ
非

常

二
震

動

シ
如
何

ニ
モ
強

テ

動

カ

ス
カ

如

キ

有

様

ナ

レ

ハ
、

其

機

械

ノ
生

命

如

何

ト

云

フ

コ
ト

モ

一
ノ
疑

問

ニ
テ
、

香

港

全

体

ノ
人

ハ
皆

ナ

一
ケ
年

位

ノ
成

行

ヲ
見

ン
ト
注

目

シ

ツ

・
ア

ル
ナ

リ
。

又

一
方

二
於

テ

ハ

「
ア

ー

ノ

ル
ド

カ

ー

パ

ー

ク
」

力
其

代

理

店

ヲ
為

シ
瑞

西

ヨ
リ
技

師

ヲ
伴

ヒ
来

リ
遊

説

ヲ
為

シ
、

機
械

ノ
据

付

モ
其

技

師

来

リ

テ
之

ヲ
為

シ
、

又

半

力
年

位

ハ
其

地

二
在

リ

テ
其

使

用

方

二
付

注

意

ヲ
加

フ

ト

云

フ
カ

如

キ
方

法

ヲ
採

リ

ツ

・
ア

リ
、

我

々

モ
之

二
付

テ

ハ
大

二
注

目

シ
何

レ
現

在

作

業

セ

ル
機

械

ノ
結

果

ヲ
見

、

又

ハ
聞

ク

ニ
従

ヒ

報

生
ロ
ヲ
あ忌
ラ

サ

ル

ヘ
シ
o

デ

ィ
ー
ゼ

ル

エ
ン
ジ
ン

の
出

現

に
よ

る

原

動

力

の
石

炭

か

ら

石

油

へ
の
転

換

の

契

機

が
与

え

ら

れ

、

石

炭

そ

の

も

の

の

位

置

に
変

化

の

き
ざ

し

が

現

わ
れ

て

い
た

の

で

あ

る
。

三

井

物

産

で

は
〇

三

年

四

月

の
支

店

長
諮

問

会

議

で
益

田
孝

専

務

理
事

が
重

油

お

よ

び

重

油

使

用

の

船
舶

に

つ

い
て
調

査

を

命

じ
、

石

油

取

扱

に

つ

い

て

積

極

的

に

な
る

こ
と

を
指

示

し

て

い
る

の

で

あ

る
・
(
1
)

こ
う

し

て
香

港

支

店

で

は

す

で

に

み
た

よ

う

に

そ

の
取

扱

商

品

を

拡

大

し
、

多

様

な
商

品

を

取

扱

う

の

み

な
ら

ず
、

船

舶

業

・
保

険
業

な
ど

の
代

理

店

業

務

を

引

受

け

る

な
ど

の
多

角

的

経

営

を

一
そ

う

拡

大

し

て

い
く

こ
と

に

な

る

の

で

あ

る

。

②
利
益
率
の
推
移

最

後

に
以

上

の

よ
う

な
当

該

期

の

三
井

物

産

香

港

支

店

の
発

展

が

そ

の
経

営

上

に

い
か

な
る

結

果

を

も

た

ら

し

た

か

と

い
う

点

に

つ
い

て
、

そ

の
利

益

率

の
推

移

か
ら

み

て
お

こ
う

。

一
九

一
三

年

七

月

の
支

店

長

会

議

に

お

い
て
林

香

港

支

店

長

は

つ
ぎ

の

よ

う

に
報

告

し

て

い
る
・
(
701
)

今

香

港

支

店

発

展

ノ
模

様

ヲ
数

字

二
テ
述

フ

レ

ハ
取

扱

高

四

十

一
年

千

二

百

三

十

万

円

、

利

益

ノ
割

合

一
分

一
厘

二

毛

半

、

四
十

二

年

千

百

八

十

万
円

利

益

九

厘

、

四

十

三

年

千

六

百

四

十

万

円

、

利

益

二

分

一
厘

八

毛

、

四

十

四
年

千

七

百

万

円

、

利

益

二
分

一
厘

八

毛

半

、

四
十

五

年

二

千

三

百

六

十

万

円

、

利

益

一
分

一
厘

九

毛

、

本

年

上

半

季

ハ
前

述

ノ

如

ク

千

三

百

三

十

万

円

ノ
取

扱

二
シ
テ

四

十

一
年

二
於

ケ

ル

一
ヶ
年

間

取

扱

高

以

上

ヲ
半

年

間

二
取

扱

ヒ

タ

ル
次

第

二
シ

テ
、

取

扱

高

ノ
増

加

ト
共

二
利

益

モ
亦

増

加

シ
来

リ
、

尚

ホ
各

種

取

扱

品

二
付

テ

見

ル

モ
皆

ナ
堅

実

ナ

ル
発

展

ヲ
見

ツ

・
ア

ル

ハ
慶

賀

ノ
至

ナ

リ
。

取

扱

高

の
増

大

と

と

も

に
利

益

率

も

一
〇

～

二

〇

%

を
示

し

て

お
り

、

確

実

な

収

益

を

あ

げ

て

い
る

こ
と

が

わ

か

る
。

そ

し

て

こ

の

よ

う

な
安

定

的

な
収

益

こ

そ

が

当
該

期

の
三

井

物

産

香

港

支

店

の

「
流

通

独

占

」

を

如

実

に
示

す

も

の

で

あ
り

、

国

際

貿

易

港

と

し

て

の
香

港

で

の
展

開

が
南

清

お
よ

び

東

南

ア
ジ

ア
市

場

へ
の
進

出

の
橋

頭

塗

を

築

く

こ
と

に
も

な

っ
て

い
く

の

で

あ

る

(
一
九

七

八

年

八

月

二
二

日
稿

了

)

。

〔注
〕

(
52
)

『
支

店
長
諮

問

会
議
事
録

』

(
明
治
三
六
年

四
月
)

物
産

一
九
七

ー
二

五
七
～
九

ペ
ー
ジ
。

(
53
)

『
第

二
回
支
店

長
会
議

々
事

録

』

(
大

正
二
年
七
月
)

物
産

一
九

八

ノ

二

一
〇
五
～
六

ペ
ー
ジ

(
54
)

『
立
業
貿
易

録

』

二

四
ペ

ー
ジ

「銘「



(
55
)

香
港

に
お
け
る
三
井
物
産

の
燐
寸
取
扱

の
推
移

に

つ
い
て
は
拙
稿

「
形

成

期

日
本
資
本
主
義

に
お
け

る
燐
寸

工
業

と
三
井
物
産
」

(
『
三
井
文
庫
論

叢

』

第

六
号

昭
和

四
七
年
)

一
二
七
～

三
九

ぺ

ー
ジ
を
参

照
さ
れ

た

い
。

(
56
)

以
上

に

つ
い
て

は

『
第

二
回
支
店

長
会
議

々
事
録

』

(
大
正

二
年

七
月
)

物
産

一
九

八

ノ
二

一
〇

六
～

一
八

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

(
57
)

『
支
店

長
諮

問
会
議
事

録

』

(
明
治

三
六
年

四
月
)

物
産

一
九
七

ノ
二

五
七

ペ
ー
ジ
。

(
58
)

『
支

店
長
諮
問
会
議
事

録

』

(
明
治
三
七
年

八
月

)

物
産

一
九
七

ノ
三

五
三

ぺ
ー
ジ
。

(
59
)

『
三
井
物
産
香
港
支

店
沿
革

』

(
大
正

一
三
年

)

物
産

三

一
九

ノ
二

四

ペ
ー

ジ

(
60
)

以
上

に

つ
い
て
は

「
香
港

支
店
服
務
章

程
」

(
『
会
議

録

』
〈
明
治

三
九

年
自

一
月

至
六
月
V

物
産

一
五
七
)

に
よ
る
。

(
61
)

『
支
店

長
諮
問
会
議
事

録

』

(
明

治
三
六
年
四
月
)

物
産

一
九

七

ノ
二

五
七

ぺ
ー
ジ
。

(
62
)

『
支
店

長
諮
問
会
議
事

録

』

(
明
治
三
九
年

七
月
)

物
産

一
九
七

ノ
五

一
一
一〇

ぺ
ー
ジ
o

(
63
)

以
上

に

つ
い
て
は

『
第

三
回
石
炭
協
議

会
議
事

録

』

(明
治

三
九
年

四
月
)

物
産

二
〇
三

一
六

五
ペ

ー
ジ
。

(
64
)

『
第

四
回
石
炭

協
議
会
議
事

録

』

(
明

治
四
〇
年
九
月
)

物
産

二
〇
四

五
七
ペ

ー
ジ
。

な
お

一
九

〇
八
年
八
月

の
支

店
長
諮
問
会

議

に
お

い
て
小
林
香
港
支
店

長
は

前

一
力
年
間

の
香
港
支
店

の
取
扱
高

に

つ
い
て

つ
ぎ

の
よ

う

に

の

べ

て

い
る

(
『
支
店

長
諮

問
会
議
事

録

』
〈
明

治
四

一
年

八
月
〉

物
産

一
九
七

ノ
七

一
五

五
ペ
ー
ジ
)
。

先

ツ
第

=

外
国

炭

ト
・
勢
力

範
囲

二
付

テ
。
一
言
シ
タ

シ
。
過
去

一
ケ
年
間

(
〇
七
年

-
引

用
者
)

二
香
港

二
輸

入

セ
ル
石
炭

ノ
高

ハ
百
十

七
万

噸

ニ
テ
、

内

日
本
炭
九
十

一
万
噸
、
外

国
炭
十

二
万
六
千
噸

ナ
レ

ハ
、

日
本

炭

ノ
割
合

七
割
七
分
、
外

国
炭

二
割
二
分

ナ
リ
。

日
本
炭

ノ
輸

入
高

二
対

ス
ル
我
社

ノ

取
扱
高

ハ
五
十
万

五
千

噸

ニ
テ
、

割
合

ヨ
リ
言

ヘ
ハ
全
体

ノ
五
割
五
分

ニ
テ

前
年

ノ
四
割
五
分

二
比

シ

一
割

余

ノ
増

加

ヲ
示

シ
、

九
州

炭
全
体

ノ
輸
出

ノ

側

ヨ
リ
云

フ

モ
四
割

ノ
割
合

ナ
リ
。

此

ノ
如

キ
有
様

ナ
レ

ハ
香
港

二
於

ケ

ル

我
勢

力
範
囲

ノ
拡

リ
行

ク

コ
ト

ハ
疑

ナ
キ
事

ナ
リ
ト

ス
。

(
65
)

『
第
二
回
支

店
長
会
議

々
事
録

』

(
大
正

二
年

七
月
)

物
産

一
九

八

ノ

二

一
〇
六

～
七
ペ

ー
ジ
o

(
66
)

一
九

=
二
年
七
月

の
報
告

に
よ
れ
ば
三
井
物
産

の
海
外

販
売
店

別

の
取
扱

高

は

つ
ぎ
の
よ
う

で
あ

っ
た

(
同
前

四
〇

八
ペ

ー
ジ
)
。

海
外
販
売

店

ニ
テ
取

扱
数
量

ノ
筆

頭

ハ
香
港

ニ
テ
三
十

四
万
噸
、

上
海
三

十

万
噸
、

新
嘉
披

二
十
五
万
噸
、

大
連
九

万
八
千
噸
、
馬

尼
刺

八
万
四
千
噸
、

広
東

三
千
噸
、
芝

果
三
万

四
千
噸
、
漢

口

一
万

七
千

噸
、
営

口
八
千
噸
、

青

島

六
千
噸
、

孟
買

五
千

八
百
噸
、
福

州
四
千
噸
、

「
シ
ド

ニ
ー
」

二
千

二
百

噸

ナ
リ
。

(
67
)

た
と

え
ば
、

一
九

一
一
年

の
香
港

支
店

の
取
扱
高

は
七

一
三
、
七

八
五

ト

ン
で
、
う

ち
社

内
炭

は
三
七

一
、

五
〇
四

ト

ン
で
あ

る
が

こ
の
う
ち

三
池
炭

は

三
四
〇
、

四
三

五
ト

ン
で
社
内
炭

の
九

一
。
六
%
を
占

め

て
い
る

(
『
第
三

回

事
業
報
告
書

』
〈
明

治
四
四
年

上
半
季

〉

物
産

六

一
五

ノ
二
)
。

も

っ
と

も

取
扱

炭
全
体

の
な
か

で
は
四
七

・
七
%

と
そ

の
地
位

を
低

下
さ

せ
て

い
る
。

(
68
)

『
三
井
物
産

香
港
支
店

沿
革

』

(
大

正

=

二
年
)

物
産

三

一
九

ノ
二

四
～
五

ペ
ー
ジ
。

(
69
)

『
第

四
回
石
炭
協
議

会
議
事
録

』

(
明
治

四
〇
年

九
月
)

物

産
二
〇

四

五
七

ペ
ー
ジ
。

(
70
)

(
71
)

『
支
店

長
諮

問
会
議
事

録

』

(
明
治

三
八
年
九
月
)

物
産

一
九

七

ノ
四

四
三

ペ
ー
ジ
。

(
72
)

『
支

店
長
諮
問
会

議
事
録

』

(
明
治
三
九
年

七
月
)

物
産

一
九
七

ノ
五

一
一
五
ペ

ー
ジ
。

(
73
)

『
支
店
長
諮

問
会
議
事
録

』

(
明
治
四
〇

年
七
月
)

物
産

一
九
七

ノ
六

二
〇
五
～
六

ペ
ー
ジ
。

(
74
)

『
支
店
長
諮

問
会
議
事
録

』

(
明
治

三
九
年

七
月
)

物
産

一
九

七

ノ
五

一
一
七
～
八

ペ
ー
ジ
。

(
75
)

以
上

に

つ
い
て
は
同
前

一

一
六
～

八

ペ
ー

ジ
を
参

照
。

一
39一



な
お
、
乗
合
勘

定
と

は
仕

入
店
が
販
売
店

に
仕
入
値

段
を
通
知

し
、

利
益
を

両
店

で
折
半

す
る
勘
定
方
法

で
あ
る
。

(
76
)

『
支
店
長
諮

問
会
議
事
録

』

(
明
治

四

一
年
八
月
)

物
産

一
九

七

ノ
七

一
五
六

ペ
ー
ジ
。

(
77
)

以
下

に

つ
い
て
は

『
第

四
回
石
炭
協
議
会
議

事
録

』

(
明
治
四
〇
年
九

月
)

物
産

二
〇
四

五

八
～
九

ペ
ー
ジ

に
よ

る
。

(
78
)

『
第

五
回
石
炭

協
議
会
議
事

録

』

(
明
治

四

一
年
九
月
)

物
産

二
〇

五

一
三

四
～
五
ペ

ー
ジ
。

(
79
)

『
三
井
物
産
香
港
支

店
沿
革

』

(
大
正

一
三
年
)

物
産

三

一
九

ノ
二

三
三
ペ

ー
ジ
o

(
80
)

『
立
業
貿

易
録

』

二
四

ペ
ー
ジ
。

(
81
)

『
第

三
回
石
炭
協
議
会
議

事
録

』

(
明
治
三
九
年

四
月
)

物
産

二
〇

三

五
七

ペ
ー
ジ
。

(
82
)

同
前

五
七
～
九

ペ
ー
ジ
。

(
85
)

こ
れ

に

つ
い
て
は

『
自
叙

益

田
孝
翁

伝

』

三
三

〇
ペ
ー

ジ
以
下

を
参
照
。

(
84
)

以
上

に

つ
い
て
は

『
支
店

長
諮
問
会
議
事

録

』

(
明
治

四
〇
年

七
月
)

物
産

一
九
七

ノ
六

二
〇
六

ペ

ー
ジ
を
参
照

。

(
85
)

『
三
井
物
産

香
港
支
店
沿
革

』

(
大

正

一
三
年
)

物
産
三

一
九

ノ
二

一
七
ペ

ー
ジ
。

(
86
)

こ
の
時

の
益

田

の
視
察

の
状
況

に

つ
い
て

は

『
台

香
上
出
張
復
命
書

(
其

ノ

一
)

』

(
明
治

三

一
年
)

物

産
四
〇
九

ノ

一
及

び
同

『
附
録

』

物

産
四

〇
九

ノ
二
、
同

『
附

録
補
遺

』

物
産
四
〇
九

ノ
三

を
参

照
。

(87
)
以

上

に

つ
い
て
は

『
三
井
物
産

香
港
支
店

沿
革

』

(大

正

=

二
年
)

物

産
三

一
九

ノ
二

一
一
～
二
、

お
よ
び
二
七

ペ
ー
ジ
を
参

照
。

(88
)
支

那
修

業
生
制
度

を

は
じ
め
と
す

る
三
井
物
産

に
よ
る
貿

易
人

の
養

成

に

つ
い
て
は
拙
稿

「
三
井
物

産
会

社
支
那
修
業

生
制
度

の
歴
史
的
意
義

」

(
秀
村

選

三
編

『
西
南
地

域
史
研
究

』
第
四
輯

)
を
参
照
。

(
89
)

こ
れ

ら

の
諸
点

に

つ
い
て
は

『
三
井
物
産
香
港
支

店
沿
革

』

(
大
正

=
二

年
)

物
産

三

一
九

ノ
二

二
〇
～

二

「
お
よ
び
三

一
ペ
ー
ジ
、

「
香
港
支
店
貯

炭
場
用

地
所

購
入
之
件

」

(
『
重
役

会
議
案

』
〈
明
治
三
七
年

中
〉

物

産

一

二
六
)
、

「
社
有
艇

新
造

二
関

ス
ル
具
申
書

」

(
『
管
理
部
会
議

案

』
〈
自

明

治
四
〇

年
五
月

至
同
四
〇
年

一
二
月

V

物
産

=
二
一
)

な
ど

を
参

照
。

(
90
)
国
内

坑
主

と
三
井
物
産

と

の

一
手
販

売
契
約

に

つ
い

て

は

加

藤

幸

三
郎

「
九
州
炭
礦

部
成

立

の
諸
前

提
」

(
『
三
井
文
庫
論
叢

』

第

二
号
)

二
四

九
～

五
〇

ペ
ー
ジ
、

お
よ
び
松
元
宏

「
日
本
資
本

主
義

確
立
期

に
お
け

る
三
井

物
産

会
社

の
発

展
」

(
『
三
井
文
庫
論
叢

』

第

七
号
)

一
三
五
～

四
五
ペ

ー
ジ

な
ど
を
参

照
。

な
お
、

周
知

の
よ
う

に

こ
の
よ
う

な

一
手
販
売
契

約

の
締
結

は
単

に
石

炭
産

業

と

の
間

に
の
み
結
ば
れ

た

の
で
は
な

い
。

こ
の
点
、

紡
績
業

と

の
間

に
結

ば

れ

た

い
わ
ゆ

る

「
特
約
紡

績
」

に

つ
い
て

は
『
現
代

日
本
産
業

発
達
史

H
繊
維

』

(
上
)

二

三
三
～
四

一
ペ

ー
ジ
を
、

燐
寸

工
業

と

の
間

に
お
け
る

そ
れ

に
つ

い
て
は
拙
稿

「
形

成
期

日
本
資
本
主
義

に
お
け
る
燐
寸

工
業

と
三
井
物
産

」

(
『
三
井
文
庫

論
叢

』

第

六
号
)

一
一
八

～
二
七

ぺ
ー
ジ
を

そ
れ
ぞ
れ
参

照

さ
れ
た

い
。

(
91
)

『
第

二
回
支
店

長
会
議

々
事
録

』

(
大

正
二
年

七
月
)

物
産

一
九

八

ノ

二

三
九
六

ペ
ー

ジ
。

(
92
)
以

上

に

つ
い
て
は

『
第

三
回
支
店

長
会
議

々
事

録

』

(
大

正
四
年

七
月
)

物
産

「
九
八

ノ
三

三
四
～

五

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

(
93
)

『
三
井

物
産
香
港
支

店
沿
革

』

(
大

正

=

二
年
)

物
産
三

一
九

ノ
二

三
八
～
九

ペ
ー
ジ
。

(
94
)

『
第

三
回
支
店
長

会
議

々
事

録

』

(
大

正
四
年
七
月
)

物
産

一
九
八

ノ

三

四
二
～

三
ペ

ー
ジ
。

(
95
)
以
上

に

つ
い
て
は
、

同
前

三
五
～
六

ぺ
ー
ジ

に
よ

る
。

(
%
)
同
前

三
七

ペ

ー
ジ
。

(
97
)

『
第

二
回
支
店

長
会
議

々
事
・録

』

(
大
正

二
年

七
月
)

物
産

一
九
八

ノ

二

三
九

六
ペ

ー
ジ
。

(
98
)

同
前

四

一
七

ペ

ー
ジ
。

(
99
)

「
四
社
協

定
」

に

つ
い
て
は

『
第
三

回
支

店
長
会
議

々
事
録

』

(
大
正
四

年
七

月
)

二

一
ぺ

ー
ジ
以
下
を
参

照
。

(
oo1
)

な
お
、

「
プ

ー
ル
制
」

の
実
施

と
そ

の
推
移

に

つ
い
て
は
松
元

宏

「
石
炭
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販
売
プ

ー

ル
制

の
成
立

と

そ
の
経

過
」

(
『
三
井
文
庫

論
叢

』

第

一
号
)

三
二
九

ペ
ー
ジ
以
下

を
参
照
。

(
1
)

『
第

二
回
支
店

長
会
議

々
事

録

』

(
大
正

二
年

七
月
)

物

産

一
九

八

ノ

二

四
〇

八
～
九

ぺ
ー
ジ
。

(
1
)

『
石
炭
協
議
会

議
事
録

』

(
明
治

三
八
年

五
月
)

物
産

二
〇
二

一
一

一ニ
ベ

ー
ジ
o

(
1
)

『
第

二
回
支
店

長
会
議

々
事
録

』

(
大
正

二
年
七
月
)

物

産

一
九

八

ノ

二

一
〇

五
ぺ

ー
ジ
。

(
1
)
以
下

は

『
支
店

長
諮
問

会
議
事

録

』

(
明
治

四
〇
年

七
月
)

物
産

一
九

七

ノ
六

二
〇

四
～

五
ペ
ー
ジ

に
よ
る
。

(
051
)

『
支
店
長

諮
問
会
議

事
録

』

(
明
治

三
六
年

四
見

)

物
産

一
九
七

ノ
二

一
四

五
ペ
ー
ジ
。

ま

た
、

三
井
物
産

で
は

一
九
〇

二
年

に
ア

メ
リ

カ
、

ボ

ル
ネ

オ
の
両
地
域

に

お
け

る
石
油
事

業
を
調

査
し
、

そ
の
有
望

な

こ
と
を
報
告

し

て
い
る

(
同
書

一
六

五
～
八
ペ

ー
ジ
)
。

(
1
)

こ
れ
ら

の
点

に

つ
い
て
は

『
三
井
物
産

香
港
支
店
沿
革

』

(
大

正

=
二
年
)

物
産

三

一
九

ノ
二

三
五
ぺ

ー
ジ
以
下
を
参

照
。

(
1
)

『
第

二
回
支
店
長

会
議

々
事

録

』

(
大

正
二
年
七

月
)

物
産

一
九
八

ノ

二

一
〇
六
ぺ

ー
ジ
。

佐
賀
新
聞
大
正
期
炭
坑
記
事

Ⅵ(

町

田

保

次

大
正
三
年
八
月
廿
九
日

少
年
坑
夫
の
横
死

小
城
郡
北
多
久
村
大
字
小
侍
正
院
谷
炭
坑
々
夫
永
田
信
義

(十
二
)
は
去

る
二
十
六
日
午
前
十
時
三
十
分
頃
炭
車
に
て
昇
坑
の
際
、
坑
口
よ
り
約
八
十

間
余
の
坑
道
に
お
い
て
墜
落
し
、
頭
頂
骨
、
腕
上
膳
骨
を
挫
折
し
即
死
を
遂

げ
り
。

大
正
三
年
八
月
廿
九
日

大
輸
送
と
石
炭
不
足

九
州
鹿
児
島
本
線
井
に
長
崎
本
線

の
貨
物
輸
送
を
止
め
た
る
為
に
、
各
地

石
炭
不
足
の
傾
向
を
生
じ
た
る
は
事
実
に
し
て
、
現
に
九
州
製
紙
会
社
の
如

き
は
僅
か
に
三
日
分
の
貯
炭
を
有
す
る
の
み
な
れ
ば
、
此
運
輸
停
止
が

一
週

間
に
渡
る
も
の
と
せ
ば
、
四
日
間
は
休
業
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
破
目
に
陥
る

べ
く
、
已
む
を
得
ず
多
少
の
不
利
益
を
忍
び

つ
つ
三
池
港
よ
り
船
便
に
て
八

代
に
送
り
、
同
地
よ
り
球
磨
川
を
遡
り
松
求
麻
に
達
せ
し
む
べ
く
手
配
り
中

な
り
と
。
這
は

一
例
に
過
ぎ
ざ
れ
共
、
各
地
に
は
斯
か
る
状
態
に
あ
る
も
の

多
か
る
べ
く
、
幸
ひ
に
し
て
熊
本
に
於
て
は
各
石
炭
商
と
も
多
少
の
貯
炭
あ
り
。

輸
送
停
止
が

}
週
間
位
に
限
ら
る
べ
き
も
の
と
せ
ば
、
と
も
角
大
な
る
不
足

を
生
ず
る
こ
と
無
く
、
且
相
場
に
も
影
響
す
る
こ
と
な
か
る
べ
し
と
。

大
正
三
年
八
月
卅

一
日

試
掘
許
可

杵
島

郡
朝

日
村
稲
富

藤

一
氏

の
東
松
浦
郡
北

波
多
村
、
西
松
浦
郡
波
多
津

村
、
南
波
多
村
地
内
石
炭
鉱
区
七
五
五
、
九
四
六
坪
の
試
掘
願
、
大
阪
市
西

区
土
佐
堀
通
五
丁
目
中
島
幾
三
郎
氏
の
東
松
浦
郡
打
上
村
、
名
古
屋
村
地
内

石
炭
鉱
区
九
〇
三
、
○
○
○
坪
の
試
掘
願

は
今
回
許
可
さ
る
。

(七
九
頁
へ
)

'
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